
 

 

 

新潟市総合福祉会館 指定管理業務仕様書 
 

１ 管理運営に関する基本方針 

（１）施設の設置目的 

市民の積極的な福祉活動への参加に寄与するため、新潟市総合福祉会館を設置する。 

（２）基本的事項 

・新潟市総合福祉会館条例（平成１０年新潟市条例第４３号。以下「条例」という。）に基

づき、市民の積極的な福祉活動への参加に寄与するための施設の提供を行うこと。 

・公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等

の利用が確保されること。 

・利用者や市民などの意見要望を管理運営に反映させること。 

・利用者に対し、安全及び快適な環境を提供すること。 

・個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守するこ

と。 

・効率的かつ効果的な管理運営を行い経費節減に努めること。 

・法令を遵守し、施設の管理運営を適切に行うこと。 

 

２ 施設の概要 

（１）名称 新潟市総合福祉会館（以下、「会館」という。） 

（２）所在地 新潟市中央区八千代１丁目３番１号 

（３）規模 敷地面積：6,700.00 ㎡ 

（４）主な施設内容 

鉄骨鉄筋コンクリート造地上５階建て 

延床面積：10,087.42 ㎡ 

建築年：平成１１年 

 

一階 図書コーナー、福祉総合相談センター、視聴覚室 

二階 多目的ホール、作業室、調理実習室、技能習得室、プレイルーム、障がい者福祉セ

ンター（機能訓練用プール、機能回復訓練室、障がい者浴室、障がい者娯楽室）、

老人福祉センター（機能訓練用プール（障がい者福祉センターと共用）、機能回復

訓練室（障がい者福祉センターと共用）、高齢者娯楽室） 

四階 会議室 

五階 会議室、大集会室 

 

※ 会館内には、二階に障がい者デイサポートセンター明日葉、三階に新潟市社会福祉協

議会がある。 

 

 

資料１ 
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３ 指定予定期間 

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで（５年間） 

 

４ 開館日、開館時間等 

（１）休館日 

ア 月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休

日にあたる場合は、その翌日） 

イ １２月２９日から翌年１月３日 

（２）開館時間 午前９時から午後９時 

（３）障がい者福祉センターおよび老人福祉センターについては、最低限、下記表の開設日・開

設時間を確保すること。 

名称 開設日 開設時間 

機能訓練用プール 休館日を除く火曜から日曜 午前１０時から午後４時 

機能回復訓練室 休館日を除く火曜から金曜 午前９時３０分から正午 

障がい者浴室 休館日を除く火曜から日曜 午後１時３０分から午後４時 

障がい者娯楽室 休館日を除く火曜から日曜 午前９時から午後５時 

高齢者娯楽室 休館日を除く火曜から日曜 午前９時から午後４時３０分 

 

（４）会館利用者の範囲について 

ア 会議室、大集会室、多目的ホール、視聴覚室、作業室、調理実習室、技能習得室及びプ

レイルーム（以下「会議室等」という。）を利用できるものは、障がい者、６０歳以上

の者及びそれらの介護者並びに母子家庭の母子等並びにボランティアその他福祉関係

団体 

イ 機能訓練用プール及び機能回復訓練室を利用できる者は、障がい者及び６０歳以上の

者及びそれらの介護者 

ウ 障がい者娯楽室及び障がい者浴室を利用できる者は、障がい者及びその介護者 

エ 高齢者娯楽室を利用できる者は、６０歳以上の者及びその介護者 

（５）使用料について 

会館の利用については、使用料は徴収しない。ただし、条例第１条に規定する目的であっ

て、営利、宣伝又は営業上の目的で会議室等を利用するときは、その利用者から使用料を徴

収する。（詳細は条例および新潟市総合福祉会館条例施行規則（以下「規則」という。）参照。） 

※ この項目で定める使用料は、新潟市の歳入とする。５（１）ウに基づき業務を行うこ

と。 

 

５ 業務内容 

（１）会館の利用に関する業務 

ア 貸出業務等 

① 利用の許可業務 
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（ア）会議室等、障がい者福祉センター及び老人福祉センター（以下「センター等」

という。）の利用の申し出があった場合は、利用許可申請書の記入方法の説明

等を行い、条例及び規則に定めるとおり適切に処理をすること。 

（イ）（ア）の許可を受けた利用者がその許可を受けた事項を変更しようとする場合

は、利用変更許可申請書の記入方法の説明等を行い、条例及び規則に定めると

おり適切に処理をすること。 

（ウ）（ア）の許可を受けた利用者が利用を取り止めようと申し出があった場合は、

利用取止申出書の記入方法の説明等を行い、条例及び規則の規定のとおり適

切に処理をすること。 

② 退去等の命令に関する業務 

指定管理者は、条例第８条の各号に該当する場合は許可を取り消し、若しくはそ

の条件を変更し、又は行為の中止、原状回復若しくは会館からの退去を命じるとと

もに、本市に速やかに報告をすること。 

イ 利用者への対応 

① 利用者への助言・指導 

指定管理者は、利用者が快適な利用ができるように適切な助言を行うこと。また、

利用の内容又は方法が、会館の管理上支障があると認める場合は、利用者に対して

指導を行うこと。 

② 案内等 

指定管理者は、利用者に対し会館の利用方法をわかりやすく案内すること。 

③ 苦情・要望等の対応 

指定管理者は、窓口、電話、メール、手紙等での会館に対する利用者等からの苦

情、要望等について適切な対応を行い、その内容、対応、結果等について本市に報

告すること。 

④ 障がい等を理由とした不利益な取り扱いの禁止 

新潟市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例に基づき、正当な理

由なしに、障がい等を理由として、不利益な取扱いをしてはならない。また、障が

いのある人が社会的障壁の除去を必要としている場合に、合理的配慮を提供しなけ

ればならない（合理的配慮の提供が過重な負担になる場合はその限りではない）。 

ウ 使用料の徴収 ※会議室等のみ 

① 使用料の徴収事務委託 

使用料の徴収事務は、指定管理者の業務として新潟市が指定管理者に委託する。 

② 使用料徴収事務 

使用料徴収事務は、規則に基づき行うこと。 

エ 使用料の納付期日を定める業務 ※会議室等のみ 

特別の理由があると認める場合は、会議室等の利用を許可するときとは別にその使用料

の納付期日を定めること。 

オ 職員配置 

会館の運営に必要な職員を適切に配置すること。 
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 開館中においての人員配置表を本市へ提出すること。なお、職員の配置については、事前

に協議し本市の承諾を得ること。 

① 会館の管理責任者 

会館の管理責任者を配置すること。開館時間中は常時１名の責任者を配置するこ

と。 

② 配置人数（①の「会館の管理責任者」含む） 

開館時間中において、会館の運営に支障をきたさないよう必要な職員を確保する

こと。また、サービス向上・安全管理のため次の人数を最低限配置すること。 

・事務所管理 常時１名 

・受付、警備 常時２名（閉館日は１名） 

・障がい者福祉センター及び老人福祉センター受付 常時１名 

・機能訓練用プール（利用者がいる場合） 常時１名 

カ 受付業務（別紙１「受付および保安警備業務」参照） 

キ 受付時間 

４（２）の開設時間と同じとする。 

ク その他 

規則別記様式第１号から別記様式第８号まで、その他施設管理運営に必要な帳票を作成

すること。 

（２）障がい者福祉センターの事業に関する業務 

障がい者福祉向上のため、最低限以下の講座等を実施すること。内容を変更する場合は市

と協議の上実施すること。 

ア 実施する講座等 

① 看護職員によるリハビリ・健康相談【年１２回以上】 

② 理学療法士によるリハビリ相談【年１２回以上】 

③ 講座等（リハビリ体操講座【年２４回以上】） 

イ 受付業務等 

① 利用者の受付 

② 機能訓練用プールの監視 

（３）老人福祉センターの事業に関する業務 

高齢者福祉向上のため、最低限以下の講座等を実施すること。内容を変更する場合は市と

協議の上実施すること。 

ア 実施する講座等 

① 看護職員によるリハビリ・健康相談（障がい者福祉センターと合同実施）【年１２

回以上】 

② 理学療法士によるリハビリ相談（障がい者福祉センターと合同実施）【年１２回以

上】 

③ 水中健康教室（水中歩行教室・アクアビクス教室【各３期以上、１期あたり６～８

回の連続講座】、その他必要な教室） 

④ 教養講座 
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高齢者の健康の増進、教養の向上に資する講座を、１講座あたり月１回以上の頻

度で毎月開催する講座を行うこと。（参考までに、令和５年度の実施予定講座を別紙

２「老人福祉センター教養講座例」に示す。） 

イ 受付業務等 

① 利用者の受付 

（４）会館の管理に関する業務 

会館の適正な管理運営のため、施設設備の保守管理業務を行うこと。 

ア 保守管理業務（別紙３「施設管理における保守点検等業務」参照） 

・建物、建築設備（電気設備、給排水設備）については、日常点検、定期点検（法定

含む）を行う。 

・物品については、施設の運営に支障をきたさないよう、備品や消耗品の適切な保守

管理を行う。 

イ 清掃業務（別紙４「清掃業務」参照） 

・清掃については、施設の美観の維持及び衛生環境を保つため、定期的に清掃を行う。 

ウ 環境衛生管理業務（別紙５「環境衛生管理業務」参照） 

・環境衛生管理及び衛生害虫駆除については、建物における衛生的環境の確保のため、

検査及び害虫駆除等を行う。 

エ 保安警備業務（別紙１「受付および保安警備業務」参照） 

・保安警備業務については、火災、盗難、破壊並びに不法行為等を予防、発見、防止

し、安全かつ円滑な管理運営をする。 

オ 機能訓練用プール及び障がい者浴槽水質管理業務 

・新潟市プール条例等に基づき、水質検査を行う。 

カ 外構植栽の管理 

・敷地内樹木等の剪定や除草など、快適な環境を保つために適正な管理を行うこと。

外構施設を安全かつ安心して利用できるよう、施設の予防保全に努めること。また、

建築物や設備等の不具合を発見した際には、速やかに市に報告すること。 

キ 地球温暖化対策及び環境配慮の推進 

・エネルギーの使用の合理化に関する法律（昭和５４年法律第４９号）を遵守し、施

設におけるエネルギー使用量を適切に管理し、その合理化を進める。 

・毎年度（４月）、月ごとのエネルギーの使用状況を、市が定める様式に従って提出す

る。 

・環境に配慮した商品・サービスの購入については、新潟市グリーン調達推進方針に

従い、また、廃棄にあたっては資源の有効活用や適正処理を図ること。 

・化学物質・感染性廃棄物等のリスク管理を行い、環境や人に影響を及ぼす事故を防

止すること。 

・業務にかかる環境法令を確実に遵守できる体制を確立すること。 

・業務にかかる従業員に対し、新潟市地球温暖化対策実行計画（市役所率先実行版）

の内容を周知徹底すること。 

（５）その他の業務 
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ア 事業計画書及び収支予算書の作成 

イ 事業報告書（日、月、年報）の作成 

・日報の作成 

・月報の作成 

・修繕の実績報告の作成 

・年度報告書の作成 

・随時の報告書の作成 

ウ 防災・危機管理等に関する業務 

・会館を管理するにあたり、防火管理者を選任すること。 

・予見される様々な危機に備え、緊急連絡網や危機管理マニュアルを作成するととも

に、避難誘導・情報連絡・緊急活動等の役割分担・体制を明確にして職員に周知し、

定期的に訓練を実施すること。 

・会館内でのけが人や体調不良者に対して適切な応急措置を行うこと。また事故があ

った場合は、市へ報告すること。 

・会館内に配置している自動対外式除細動器（ＡＥＤ）について、常に良好な状態で

使用できるよう点検を行うとともに、知識・技術等の習得に努めること。 

・災害発生時には、避難所やボランティア活動拠点、物資集配拠点等として極めて重

要な役割を担うことが想定されるため、開設準備等の初動対応も含め対応に協力

すること。なお、避難所等の開設に伴う費用負担は、「指定管理者制度導入施設に

おける災害対応事務処理要領（平成２６年４月危機対策課策定）」に基づき別途協

議する。また、センター等の利用許可を行う場合も、災害時には施設を市の災害応

急・復旧対応に利用することを優先させることもあるため、「指定管理者制度導入

施設における災害対応事務処理要領」に基づくこと。 

エ 指定避難所・指定緊急避難所に関する業務 

総合福祉会館は、新潟市地域防災計画において災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３

号）の規定に基づく指定避難所・指定緊急避難場所として定められており、指定管理者は、

次の業務を行うものとする。 

・所在する区で震度６弱以上の地震を観測した場合、もしくは区本部長から指定避

難所の開設の指示を受けた場合は、避難者が指定避難所としてあらかじめ定めら

れたスペース等安全な場所に避難できるよう施設を開放する。 

・所在する区で震度５弱・５強の地震が発生した場合は、避難者の有無を確認し、

避難希望者がいた場合には指定緊急避難場所として安全な場所で受け入れるとと

もに、区本部に報告する。 

・洪水に対する指定緊急避難場所としての避難受け入れは不可であるため、洪水の

危険が去るまでの間に避難者があった場合は、最寄りの指定緊急避難場所を案内

する。ただし、従事者の避難を妨げるものではない。 

・指定避難所開設後は、安全な場所において避難者を受入れるとともに、区本部長

に報告する。 

・「新潟市避難所運営マニュアル」に基づき、区本部の指示の下で、避難所の運営を
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支援する。 

・その他、市が特に必要と認めた事項の遂行に協力する。 

※指定避難所…被災者が一定期間滞在して避難生活をするための場所 

指定緊急避難場所…災害の危険が切迫した場合における緊急の避難場所 

オ 自主事業の提案及び実施 

・指定管理者は、指定管理業務の範囲外で指定管理者の責任及び費用負担で会館を

活用し、自主事業を実施することができる。 

・自主事業に係る収支は、指定管理者に帰属するため指定管理業務とは会計を分け

て管理し、実施状況及び収支結果は市へ報告すること。 

・会館の使用にあたっては、指定管理者による、条例に基づく使用許可の手続きを

必要とする。 

・自動販売機については、利益の一部を施設の運営に充て、指定管理料を削減する

場合に限り自主事業として設置することができる。自主事業として自動販売機を

設置する提案がない場合は、市が直接、貸付制度により設置する。その場合、自動

販売機の故障時等における利用者の窓口対応や、市及び設置業者への取り次ぎ業

務等、自動販売機の管理にかかる業務に、市の指示等に基づき指定管理者は協力す

るものとする。 

【参考】自動販売機設置可能台数 

 １階…１台 

 ２階…１台 

 ５階…１台 

・自主事業の実施にあたり、利益の一部を指定管理会計へ充当する提案を行う場合、

指定管理会計への充当額については、収支計画書において具体額を示すこと。なお、

この充当額については、提案額を基に、過去の売上実績等を踏まえて本市と指定管

理者で協議して決定する。また、見込みと比較し売上増がある場合は、本市と指定

管理者で協議のうえ、充当額を変更することができる。 

・レストランや売店、自動販売機の設置を指定管理者の自主事業として実施するに

あたり、土地又は建物を占有する場合は、「新潟市財産条例」等に基づく使用許可

を得るとともに、使用料と光熱水費を指定管理者が負担すること。なお、貸付制度

により指定管理者以外の者が自動販売機を設置する場合の光熱水費は指定管理料

に算入しているため、自動販売機の設置業者に市が請求し、市が徴収する。 

カ 関係機関との連携・協力 

・会館内の２階にある障がい者デイサポートセンター、及び３階にある新潟市社会

福祉協議会をはじめとして、各関係機関と必要な連携・協力をすること。 

キ 引継ぎ業務 

・指定管理者は、指定期間開始までに現指定管理者から円滑かつ支障なく業務を遂

行できるよう、引継ぎを受けること。引継日は、市が調整する。 

・指定管理者は、指定期間終了時に次期指定管理者が円滑かつ支障なく業務を遂行

できるよう、引継ぎを行うこと。引継日は、市が調整する。 
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・指定管理者は、指定期間の満了日までに引継ぎに必要な事項を記載した業務引継

書等を作成し、次期指定管理者に引き継ぐこと。 

・引継ぎに際しては、市が立ち会い、新旧指定管理者において引継ぎの完了を確認

する書面を取り交わすこと。 

 

６ 公の施設目標管理型評価書（別紙６） 

（１）評価体制と時期 

・市は、地方自治法第２４４条の２に基づき、指定管理者の管理する公の施設の管理の適

正を期するため、指定管理者に対して、当該管理業務又は経理の状況に関して５（５）

イによる報告を求め、実地について調査し、又は必要な指示をすることができる。 

・指定管理者は、定期的に下記「達成すべき要求水準」を測定し、評価を行うこと。水準

値を達成できない場合、指定管理者は、改善を図るための提案を行い、市の承認を得て

実施すること。 

・市は、下記「達成すべき要求水準」に基づき、定期的なモニタリング及び毎年度末に評

価を実施するとともに、その内容を公表する。 

（２）達成すべき要求水準 

別紙６「公の施設目標管理型評価書」のとおり 

 

７ 実績評価の次期選定への反映 

今回指定管理者に選定されたものが次期指定管理者の選定に再度申請した場合に、指定期

間における管理運営の実績評価に応じて加減点を行うことがある。加減点を行う際は、毎年

の年度評価を基に最終年度に指定期間を通した総合実績評価を行う。 

 

８ 指定管理業務の再委託 

指定管理者は、当該施設の管理運営に係る業務を一括して第三者に委託することはできない。 

再委託が可能な業務は、防火設備、ボイラー設備、エレベーターの保守点検など特殊な技術

や資格を要する業務や清掃、警備などの単純な作業、一時的に発生する業務などで、再委託を

する場合は、事前に市へ「再委託に関する承認申請書」を提出し、「再委託承認書」により承認

を受けること。なお、指定管理者が施設管理の業務を個別に再委託する場合は、受託者に対し

て以下の点に留意すること。 

・業務を行う者には、名札を着用させること。 

・業務に関する日報、点検書、報告書等を速やかに提出させること。 

・業務の実施にあたり、受託者の責で施設設備その他に対して損害を与えたときは、そ

の賠償の責任を負わなければならないこと。 

・会館内で火災や地震等の緊急事態が発生したときの対応について、十分に周知させる

こと。 

・業務上知り得た秘密は漏らしてはならないこと。その職を退き、又はこの業務契約が

消滅後も同様とする。 

・労働集約的業務（清掃や人的警備など、人による労働が中心となる業務）を第三者に
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委託等する場合は、乙が委託等する第三者から従事者配置計画や賃金支払予定額を提

出してもらい、再委託先においても労働や雇用条件が適切なものとなるよう確認する

こと。 

 

９ 法令等の遵守 

業務の実施においては、以下の関係法令を遵守する。 

・地方自治法 

・労働関係法令（労働基準法、労働契約法、労働安全衛生法、最低賃金法など） 

・施設及び設備の維持保全関係法令（建築基準法、消防法、建築物における衛生的環境

の確保に関する法律、水道法、大気汚染防止法など） 

・個人情報保護法 

・新潟市総合福祉会館条例 

・新潟市総合福祉会館条例施行規則 

・新潟市における法令順守の推進等に関する条例 

・新潟市暴力団排除条例 

・新潟市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 

・新潟市財産条例 

・公衆浴場に関する条例（新潟県公衆浴場の設置場所の配置及び衛生措置の基準等に関

する条例、新潟市公衆浴場法施行条例） 

・その他、管理運営に適用される法令等 

 

１０ 文書管理、守秘義務、個人情報保護の取り扱い、情報公開請求への対応 

・指定管理者は、公の施設を管理・運営する立場として、新潟市公文書管理条例（令和３年新

潟市条例第３号）の趣旨にのっとり、指定管理施設に関する文書を適正に管理するよう努め

ること。 

・管理運営業務に従事する者もしくは従事していた者は、業務上知り得た個人情報をみだりに

他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。指定期間終了後もしくは指定管理者

の取消後又はその職を退いた後も同様とする。 

・指定管理者は、個人情報の収集及び使用については、適正に管理し、漏えい、滅失及びき損

等がないよう必要な措置を講じなければならない。 

・指定管理者が指定管理に関し保有する個人情報の開示請求は市で受け付けることとし、指定

管理者は市への開示に協力するものとする。 

・指定管理者に対し、指定管理者が管理する指定管理施設に関するものの情報公開請求があっ

た場合は、その情報について公開に努めなければならない。また、市が保有しない文書で、

指定管理者が保有し管理する指定管理施設に関する文書について情報公開請求があった場合

は、市の求めに応じて公開に努めることとする。 

 

１１ 経費関係 

（１）経費の支払い 
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会計年度は４月１日から翌年３月３１日までとし、指定管理料は、会計年度内において４

回に分割して支払う。支払時期や額、方法については年度協定にて定める。 

（２）市が支払う指定管理料に含まれる経費 

市が支払う指定管理料は、人件費、管理費、事務費、事業費とする。年間の運営は予算の

各項目の金額以内で執行する。但し、市と協議のうえ、流用することは可とする。 

（３）立入検査について 

市は、必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の現地調査を行う。 

 

１２ 備品等、修繕、リスク負担 

（１）備品の管理 

備品は備品台帳により数量管理を行うこと。購入及び破棄等、異動が生じた場合には、市

に報告すること。貸出用備品は、常に良好な状態に保つよう点検を行うこと。 

（２）備品の購入又は調達 

備品が経年劣化、破損及び不具合等により業務実施の用に供することができなくなった

場合は、指定管理者が購入又は調達するものとする。ただし、１００万円（消費税及び地方

消費税含む）以上の高額備品については、事前に市に報告し、指示を受けること。 

（３）消耗品 

消耗品は、業務実施のため、指定管理者が購入又は調達すること。 

（４）備品等の扱い 

備品は、指定管理期間の終了に際し、市又は次期指定管理者に引き継がなければならない。 

消耗品は、原則、指定管理者が自己の責任で撤去・撤収するものとする。ただし、市と指

定管理者の協議において両者が合意した場合、市又は次期指定管理者に引き継ぐことがで

きるものとする。 

（５）施設の修繕 

施設の修繕については、１件につき５万円未満は修繕料とし、費用負担は指定管理者とす

る。１件につき５万円以上は工事費とし、１件につき１００万円未満の工事費の費用負担は

指定管理者とする。１件につき１００万円以上の工事費の費用負担は本市とする。また、修

繕及び工事を行う場合は、本市に報告すること。 

なお、表中の金額は消費税及び地方消費税を含むものとする。 

 

区分 費用の負担 費用の出処 責任の負担 

１件につき、その経費が 

概ね５万円未満のもの 
指定管理者 

指定管理料 

（提案分）に含む 
指定管理者 

１件につき、その経費が 

概ね５万円以上１００万円未満のもの 
指定管理者 

指定管理料 

（工事費分） 
指定管理者 

１件につき、その経費が 

概ね１００万円以上のもの 
新潟市 

新潟市が 

直接支出 
新潟市 
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（６）リスク負担（別紙７） 

協定の締結にあたり、会館の管理運営上の事故・天災・物価上昇等の経済状況の変化など、

事前に予測できない事態が発生し、管理運営の経費や収入が影響を受ける場合があるため、

リスクに対する負担者を協議し、リスク分担表を作成する。なお、想定されるリスクは、別

表７のとおりとし、リスク分担表に記載されたリスク以外の負担については、その都度、協

議を行い決定する。 

 

１３ 事業報告書関係≪５（５）イで作成する業務報告書等の提出時期等≫ 

（１）毎月報告すべき内容（翌月１０日まで） 

・管理業務の実施状況 

  清掃、設備点検等の実施状況をまとめたもの。 

・管理施設の利用状況 

開館日数、部屋別の利用者数等、利用状況をまとめたもの。 

・管理経費等の収支状況 

  報告時点での収支状況をまとめたもの。 

・自主事業の実施状況 

・修繕の実施状況 

指定管理者において修理を行ったものについて、その結果を報告するもの。 

・その他新潟市が施設管理の実態を把握するために必要な事項 

 

（２）年度末に報告すべき内容（年度終了後３０日以内） 

・事業実績報告書 

・収支決算書 

・管理経費等の収支状況 

・自主事業の実施状況 

・その他新潟市が施設管理の実態を把握するために必要な事項 

 

（３）その都度に報告すべき内容（事象発生後、速やかに報告） 

・事故報告書 

施設において事故等が発生した場合は、速やかにその内容を市へ報告すること。 

・変更届出書 

指定管理者は、当該施設に係る指定管理者の申請内容に変更が生じた場合は、速やかに

その内容を市へ報告すること。 

 

１４ 損害賠償責任保険関係 

指定管理者の故意又は過失、施設の瑕疵等が原因で、利用者等に対し損害賠償を行う必要

が生じる可能性がある。その際、指定管理者の責めに帰すべき事由により損害が生じた場合

は、指定管理者に損害賠償義務が生じることから、原則として指定管理者は、会館利用者等

の身体・財物に対する損害賠償責任保険へ加入すること。 
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１５ 指定管理者名の表示 

指定管理者が管理運営している市の施設である旨を明確にするため、「指定管理者名」と

設置者としての「市の連絡先（所管課名、電話番号など）」を施設に表示し、案内パンフレ

ット等にも明記すること。 

 

１６ 利用者アンケート、専門家による第三者評価、自己評価の実施等 

（１）利用者アンケートの実施 

指定管理者は、利用者の意見や要望を把握し、施設運営に反映させること等を目的に、利

用者アンケートを実施する。アンケート結果は、施設内に掲示するとともに、市に報告する

こととする。 

（２）自己評価の実施 

指定管理者は、協定書及び業務仕様書に定められた業務について、日報や月報に記録する

など、施設管理業務や自主事業の実施状況、施設の利用状況、苦情や要望の件数、収支状況

等を把握し、自ら分析・評価を行う。自己評価の実施により、管理運営の見直しや業務の改

善を行うこととする。 

 

 

（付属資料） 

別紙１ 受付・保安警備業務 

別紙２ 老人福祉センター教養講座例 

別紙３ 施設管理における保守点検等業務 

別紙４ 清掃業務 

別紙５ 環境衛生管理業務 

別紙６ 公の施設目標管理型評価書 

別紙７ リスク分担表 

 

（参考資料） 

参考資料１ 備品一覧 

参考資料２ 主要設備等一覧 

参考資料３ 保守点検業務（参考） 

参考資料４ 清掃業務（参考） 

参考資料５ 環境衛生管理業務（参考） 
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受付および保安警備業務（仕様書５（１）オ ほか関係） 

 

１ 受付業務 

（１）共通事項 

・来館者の求めに応じ、会館の概要、行事予定及び施設利用方法等必要な案内を行う

こと。 

・施設の利用案内の掲示及び案内電話の応対をすること。 

・利用受付をすること。（予約も含む） 

・駐車場の利用を受け付け、利用許可書等を交付すること。 

・必要な資材等の貸し出しを行うこと。 

 

（２）会議室、大集会室、多目的ホール、視聴覚室、作業室、調理実習室、技能習得室

及びプレイルーム 

・利用室の鍵の受け渡しをすること。 

・図書貸出し等の手続きを行うこと。 

 

２ 警備業務 

（１）警備の方式 

 警備員による警備と、機械監視警備の併用とする。 

 

（２）警備業務の内容 

 警備業務の実施にあたっては、所轄の警察署、消防署等と連絡を保ち、警備保安業務

を遂行すること。 

① 出入管理 

（ア）盗難、不正行為、不審者等の防止又は排除 

（イ）預託された鍵の保管、管理 

（ウ）文書、電話、来館者等の対応 

（エ）防災管理 

 ・各種監視盤、監視カメラの監視、警報発報時及び利用者からの通報時の現場確認及

び連絡 

（オ）郵便物等の受け取り 

 ・受け取りおよび引き渡しを行う。 

別紙１ 
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 ② 巡視業務 

（ア）施設の巡回、点検、確認 

（イ）照明器具の消灯、電源、コンセント、スイッチの確認 

（ウ）会議室等必要箇所の点検、施錠 

（エ）駐車場、駐輪場 

・来館者の自動車の整理に関すること 

・交通事故防止のための誘導、案内に関すること 

・目的外利用の排除 

 

 ③ 緊急時対応 

  関係機関への通報、館内放送、避難誘導、火災の場合は発生場所の確認と初期消火

をおこなう。 

 ④ 機械警備 

・警報機器による作動で、火災及び侵入者を速やかに察知し、現場に直行するこ

と。 

・中央監視装置の異常信号があった場合、現場に直行すること。 

 

（３）報告書の作成 

従事者は、警備報告書を毎日作成すること。 

 

３ 配置人員 

 配置人員は、受付と警備を兼ねて配置することを基本とする。人員等は次のとおり。 

 配置時間 警備 受付 

昼間 火～金曜  8:30～21:30 

土日祝日  8:30～21:30 

月曜日※  8:30～21:30 

２人 

２人 

１人 

左記に含む 

左記に含む 

－ 

夜間 火～日曜  21:30～8:30 

月曜日※  21:30～8:30 

機械 － 

12/29 から 

1/3 まで 

24 時間機械による警備とする 機械 － 

 ※ その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日
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にあたる場合は、その翌日 

 

② 従事者 

（ア）制服等 

従事者は、名札を着用するものとする。 

（イ）名簿の提出 

指定管理者は、従事者の履歴書の写しを提出して、本市の承認を受けなければならな

い。 

（ウ）守秘義務 

従事者及び指定管理者は、職務上知りえた秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後もまた同様とする。 
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老人福祉センター 教養講座例 （仕様書５（３）ア関係） 

 （令和５年度実施予定一覧：【】は年間の実施予定回数） 

 

・生け花【全 16回】 

・書道【全 16 回】 

・ちぎり絵【全 16 回】 

・陶芸【全 16 回】 

・太極拳【全 16回】 

・３Ｂ体操【全 10 回】 

・茶道【全 12 回】 

・ピラティス【全 12 回】 

・パソコン教室【ワード教室 5 回、エクセル教室 5 回】 

・高齢者福祉大学【原則連続する日程 16～20 回程度】 

・敬老寄席【全１回】 

・作品展【全１回】） 

別紙２ 

16



 

 

 

施設管理における保守点検等業務（仕様書５（４）ア関係） 

 

１ 業務基準時間 

１２月２９日から翌年１月２日の間は、業務を行わない。ただし、指定管理者が必要

と認めるときは、この限りではない。 

① 火曜から日曜日まで  午前８時半から午後９時半まで 

② 月曜日及び１月３日  午前８時半から午後５時半まで 

※ 月曜日が祝日の場合はその翌日 

 

２ 業務の対象 

（１）中央監視制御設備 

（２）電気設備 

（３）空調設備 

（４）給排水衛生設備 

（５）防災設備 

（６）建物管理 

 

３  業務内容 

設置されている諸設備の安全な運転操作と適切な保守点検を行い、予防、保全に努め

るとともに、万一異常若しくは異常を予告する兆候を察した場合は、適切な処置を施し、

安全運転の確保及び設備の耐久化を図ることとする。 

主な業務は次のとおり。 

（１）設備機器の運転状況の把握及び異常、発停の監視 

（２）設備機器発停、運行管理 

（３）日常巡視点検 

（４）予防、保全による機器の事故発生の防止 

（５）緊急時（設備機器の故障、災害時）の指示連絡、対処、措置 

（６）各日誌、月報、その他点検整備記録等の作成、整理、報告 

（７）各設備の各種メーター類の検針、立ち会い、記録 

（８）灯油類の搬入の検針、立ち会い、記録 

（９）設備運転管理業務従事者以外の第三者が行う設備機器の定期点検整備等の業務、

検査、工事等の立会い、報告 
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（１０）官公庁による検査の立会い、報告 

（１１）設備異常時の軽補修、補修、応急措置、緊急連絡先への連絡 

（１２）関係業務との連絡、調整 

（１３）管理上で必要な官公庁の諸手続き、届出、報告、連絡 

（１４）その他必要な事項 

 

４  業務の実施 

（１）業務の計画立案と実施 

（２）設備の運転監視業務 

（３）浴槽の消毒業務 

２週間に１回以上、高濃度の有効塩素を含んだ浴槽水を配管の中に循環させ循環配管

の消毒を実施する。 

（４）施設関係の測定及び記録 

測定及び記録について日誌等を作成する。 

（５）点検等の結果に対する処理 

点検の結果、不備な箇所や状態を発見した場合は、必要な清掃、調整、補修等の措置を

行う。故障の程度により復旧が困難な場合は、速やかに甲に報告し、専門業者の修理等

のその回復に全力をあげるものとする。 
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清掃業務（仕様書５（４）イ関係） 

 

１  業務内容 

施設・設備の管理・衛生及び美観を維持するため、清掃業務を実施する。 

 

２ 業務日 

（１）日常清掃 

休館日を除く毎日とする。 

（２）定期清掃 

 定期清掃は、月１回とする。 

（３）ゴミの搬出 

 定められた収集日とする。 

 

３ 業務時間 

午前８時から午後５時までを基本とする。 

 

４ 従事者 

常に施設内外を清潔に保持するために必要な従事者を配置すること。 

 

５ 使用機材及び材料 

（１）清掃作業に使用する機材、器具等は、あらかじめ新潟市の承認を受けること。 

（２）作業に使用する材料等は、すべて品質良好のもので、あらかじめ新潟市の検査を

受けた材料及びこれと同等以上のものを使用すること。 

（３）作業器具、資材等は、必ず新潟市の指定する場所に整備格納すること。 

 

６  その他 

（１）業務の実施にあたっては、会館運営の支障にならないよう細心の注意を払うこと。 

（２）業務中は、盗難、火災予防に注意すること。 

（３）清掃業務実施のため引火性危険物を使用する場合は、事前に新潟市に届け出て承

認を得ること。 

（４）机、椅子等を移動するときは、損傷しないように取り扱い、業務終了後原形に復

すること。 

別紙４ 
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（５）トイレットペーパー及び手洗石鹸類は、その補充に常に注意すること。 

（６）ガラス清掃は、施設利用者に支障のないように作業し、その作業にあたっては、

危険のないよう十分に注意すること。 

（７）ガラス清掃の際は、同時に窓枠等の塵埃を除去すること。 

（８）塵芥は、指定された集積所に搬出し、館内に滞留させないように努めるとともに、

同場所については常に整理整頓し、清掃と美化の保持に努めること。 

（９）屋外及び外周りについては、落葉、塵芥の清掃並びに危険物の除去等を行うこと。 
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環境衛生管理業務（仕様書５（４）ウ関係） 

 

１  業務の種類 

（１）環境衛生管理業務（建築物環境衛生管理技術者の業務） 

（２）空気環境測定業務 

（３）水質検査業務 

① 給水設備水質検査業務 

② 給湯設備水質検査業務 

③ 雑用水設備水質検査業務 

（４）受水槽清掃業務 

（５）館内消毒業務 

（６）煤煙測定業務 

（７）空気調和設備衛生管理業務 

（８）中継槽清掃業務 

（９）雑用水槽等清掃 

 

２  業務の範囲 

業務は次の事項を実施する。 

（１）建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づく業務 

（２）水道法に基づく業務 

（３）大気汚染防止法に基づく業務 

（４）建築物環境衛生管理技術者の選任・届出 

（５）特定建築物についての届出書類等の作成 

（６）関係書類の備え付け 

（７）管理業務計画の立案 

（８）管理業務に関する実施と立会い、その結果の評価 

（９）環境衛生管理上の維持管理に必要な各種調査の実施、その結果の評価 

（１０）環境衛生管理上に必要な書類の作成及び関係図書の保管と整備 

（１１）環境衛生管理に必要な指導、助言 

（１２）管理業務に必要な官公庁の諸手続きと届出、報告、連絡 

（１３）関連業務との連絡、調整 
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３  業務の実施 

（１）業務の計画立案と実施 

業務の実施にあたっては、常に新潟市及び関係業務担当者と連絡をとり、会館の運営

状況を考慮し、業務の計画を立案し、緩急自在な組織と機能を持って実施すること。 

（２）環境衛生管理関係の測定及び記録 

次に掲げる点検表等を作成し、提出するものとする。 

①  月間管理計画 

②  年間管理計画 

③  測定、点検、整備記録 

④  事故発生報告書 

⑤  業務連絡表 

⑥  その他必要なもの 
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施 設 名

管 理 者 名 指定期間 ～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

新潟市総合福祉会館条例

新潟市総合福祉会館

管理運営の基本的事項

１．新潟市総合福祉会館条例に基づき、市民の積極的な福祉活動への参加に寄与するための施設の提供

２．公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、住民サービスの向上や平等の利用が確
　　保されること

３．利用者や市民などの意見要望は管理運営に反映させること

４．利用者に対し、安全及び快適な環境を提供すること

５．新潟市個人保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知りえた情報
　　について守秘義務を遵守すること

６．効率的かつ効果的な管理運営を行い経費節減に努めること

７．法令を遵守し施設管理を適切に行うこと

令和6年4月1日 令和11年3月31日

新潟市中央区八千代1丁目3番1号

福祉部福祉総務課

施 設 設 置 目 的

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

・障がい者や高齢者をはじめ市民が福祉活動に積極的に参加することのできる拠点施設として設置する。

施 設 概 要

建物規模　鉄骨鉄筋コンクリート造、地上５階
敷地面積　　　6,700㎡
延床面積　10,087.42㎡
施設内容
・図書コーナー、福祉総合相談センター、会議室、大集会室、多目的ホール、視聴覚室、作業
室、調理実習室、技能習得室、プレイルーム、障がい者福祉センター、老人福祉センター、機能
回復訓練室等

別紙６
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視 点
評価
※

人 材

市 民

評価指標
評価コメント

※

要望対応の適切性
意見箱の意見についての回
答は迅速に公表し、実現を
図ること

利用者満足度
必要に応じアンケートや利用
団体懇談会等を実施し、
サービス実態を把握すること

年間５０％以上

評価項目

貸室全体稼働率

広報の充実
ホームページ等で常時最新
の情報を掲載し、適切な情
報発信を行うこと

入札、見積合わせなど管理
的経費縮減に努力すること

指定管理者の責めに帰す事
故発生件数０件

施設機能の維持
各業務仕様に基く法令点
検、定期点検の実施業 務

財 務

指定管理者記載欄（アピールしたい事項・未達成項目への改善策等）

責任者を配置すること、災害
時等に際して責任体制、マ
ニュアルの設置、年２回定期
訓練の実施、事故後の再発
防止対策の実施

安心安全の確保

事故防止の取り組み

管理運営経費の節減

現地調査日：　　　　年　　月　　日

実績

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

配置人員条件の遵守
防火管理者１名以上、各管
理業務に携わる有資格者の
配置

業務仕様書に定める事項の
遵守

その他業務仕様書に定める
事項の遵守

当該施設の管理に関する関
係法令の遵守

研修会やマニュアルの整備
を
行う

【評価基準】

Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている

Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている

Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない

※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ

ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな

ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）
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新潟市総合福祉会館管理運営上のリスク分担表 

 

種類 内容 
リスク負担者 

新潟市 指定管理者 
物価変動 物価変動による経費の増大  ○ 
金利変動 金利変動による経費の増大  ○ 

税制・法令改正 

施設の管理運営に直接関係する制度改正等に

よる経費の増大又は減少 
（例：施設の法定点検回数の増） 

○  

上記以外の改正等による経費の増大又は減少 
（例：従業員の最低賃金の引き上げ） 

 ○ 

その他の制度改正 

指定管理者制度に直接関係する条例、規則の改

正その他の制度変更等による経費の増大又は

減少 
○  

上記以外の条例、規則等の改正その他の制度変

更等による経費の増大又は減少 
 ○ 

資金調達 
資金調達ができなくなったことによる管理業

務の中断等 
 ○ 

施設・設備の毀損等 

経年劣化によるもので小規模（1 件につき 100
万円未満）なもの 

 ○ 

経年劣化によるもので上記以外のもの ○  
指定管理者の管理上における瑕疵及び指定管

理者の責めに帰すべき事由によるもの 
 ○ 

第三者の行為で相手方が特定できないものの

うち小規模なもの 
 ○ 

第三者の行為で相手方が特定できないもので

上記以外のもの 
○  

資料等の毀損等 

指定管理者としての注意義務を怠ったことに

よるもの 
 ○ 

第三者の行為で相手方が特定できないものの

うち小規模なもの 
 ○ 

第三者の行為で相手方が特定できないもので

上記以外のもの 
○  

許認可等 

市が取得すべき許認可等が取得・更新されない

ことによる事業の中止、延長 
○  

指定管理者が取得すべき許認可等が取得・更新

されないことによる事業の中止、延長 
 ○ 
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不可抗力 

地震，暴風，豪雨，洪水，火災，暴動等，指定

管理者の責めに帰すことができない自然的現

象又は人為的な行為による業務の変更，中止，

休業等による損失 

○  

上記のうち、指定管理者が実施する自主事業に

対する損失 
市と指定管理者で協議 

管理運営上の事故

等に伴う損害賠償 

施設管理上の瑕疵による事故又は指定管理者

の責めに帰すべき行為により利用者に損害を

与えた場合 
 ○ 

騒音，振動，悪臭など管理運営上において周辺

住民の生活環境を阻害し損害を与えた場合 
 ○ 

施設の競合 
競合施設の新設などにより利用者が減少した

場合 
 ○ 

事業終了時の費用 
指定管理業務の期間が終了した場合又は期間

途中における業務を廃止した場合における事

業者の撤収費用 
 ○ 
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備品一覧 参考資料１

品名 仕様（幅・奥行・高さ）

1 ﾊﾟｿｺﾝ机 1200・800・700

2 ﾊﾟｿｺﾝ机 1200・800・700

3 ﾊﾟｿｺﾝ机 1200・800・700

4 ﾊﾟｿｺﾝ机 1200・800・700

5 事務机(片袖机) 1000・700・700

6 事務机(片袖机) 1000・700・700

7 事務机(片袖机) 1000・700・700

8 事務机(片袖机) 1000・700・700

9 事務机(片袖机) 1000・700・700

10 事務机(片袖机) 1000・700・700

11 事務机(片袖机) 1000・700・700

12 事務机(片袖机) 1000・700・700

13 事務机(片袖机) 1000・700・700

14 事務机(片袖机) 1000・700・700

15 事務机(片袖机) 1000・700・700

16 事務机(片袖机) 1000・700・700

17 事務机(片袖机) 1000・700・700

18 事務机(片袖机) 1000・700・700

19 事務机(片袖机) 1000・700・700

20 事務机(片袖机) 1000・700・700

21 事務机(片袖机) 1000・700・700

22 事務机(片袖机) 1000・700・700

23 スタンダードテーブル 1800・800・700

24 スタンダードテーブル 1800・800・700

25 スタンダードテーブル 1200・800・700

26 事務机(平机)L脚 1200・700・700

27 事務机(平机)L脚 1200・700・700

28 机下ﾜｺﾞﾝ(A4ﾄﾚｰﾀｲﾌﾟ) 532・378・610

29 机下ﾜｺﾞﾝ(A4ﾄﾚｰﾀｲﾌﾟ) 532・378・610

30 事務机(両袖机) 1400・700・700

31 事務机(片袖机) 1000・700・700

32 センターテーブル 1200・650・480

33 食事ﾃｰﾌﾞﾙ 1200・800・700～770

34 食事ﾃｰﾌﾞﾙ 1200・800・700～770

35 食事ﾃｰﾌﾞﾙ 1200・800・700～770

36 食事ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・800・700～770

37 食事ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・800・700～770

38 食事ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・800・700～770

39 閲覧ﾃｰﾌﾞﾙ(4人用) 1800・800・700～770

40 閲覧ﾃｰﾌﾞﾙ(4人用) 1800・800・700～770

41 座卓 1500・900・370

42 座卓 1500・900・370

43 座卓 1500・900・370

44 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・900・700

45 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・900・700

46 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・900・700

47 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1400・750・700

48 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1400・750・700

49 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1400・750・700

50 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・900・700

51 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・900・700

52 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・900・700

53 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・900・700

54 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・900・700

55 お茶用テーブル 750・750・700

56 お茶用テーブル 750・750・700

57 お茶用テーブル 750・750・700

58 お茶用テーブル 750・750・700

59 小作業テーブル 750・750・700
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品名 仕様（幅・奥行・高さ）

60 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

61 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

62 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

63 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

64 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

65 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

66 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

67 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

68 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

69 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

70 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

71 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

72 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

73 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

74 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

75 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

76 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

77 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

78 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

79 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

80 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

81 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

82 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

83 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

84 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

85 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

86 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

87 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

88 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

89 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

90 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

91 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

92 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

93 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

94 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

95 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

96 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

97 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

98 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

99 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

100 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

101 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

102 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

103 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

104 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

105 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

106 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

107 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

108 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

109 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

110 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

111 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

112 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

113 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

114 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

115 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

116 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

117 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

118 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

119 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700
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120 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

121 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

122 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

123 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

124 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

125 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

126 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

127 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

128 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

129 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

130 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

131 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

132 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

133 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

134 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

135 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

136 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

137 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

138 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

139 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

140 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

141 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

142 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

143 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

144 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

145 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

146 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

147 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

148 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

149 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

150 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

151 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

152 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

153 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

154 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

155 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

156 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

157 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

158 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

159 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

160 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

161 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

162 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

163 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

164 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

165 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

166 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

167 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

168 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

169 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

170 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

171 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

172 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

173 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

174 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

175 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

176 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

177 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

178 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

179 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700
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180 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

181 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

182 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

183 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

184 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

185 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

186 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

187 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

188 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

189 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

190 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

191 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

192 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

193 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

194 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

195 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

196 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

197 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

198 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ (幕板付) 1800・450・700

199 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ (幕板付) 1800・450・700

200 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ (幕板付) 1800・450・700

201 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ (幕板付) 1800・450・700

202 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

203 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

204 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

205 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

206 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

207 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

208 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

209 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

210 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

211 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

212 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

213 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

214 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

215 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

216 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

217 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

218 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

219 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

220 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

221 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

222 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

223 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

224 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

225 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

226 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

227 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

228 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

229 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

230 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

231 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

232 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

233 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

234 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

235 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

236 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

237 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ（幕板付） 1800・450・700

238 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

239 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700
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240 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

241 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

242 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

243 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

244 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

245 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

246 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

247 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

248 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

249 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

250 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

251 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

252 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

253 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

254 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

255 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

256 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

257 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

258 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

259 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

260 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

261 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

262 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

263 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

264 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

265 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

266 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

267 会議用ﾃｰﾌﾞﾙ 1800・450・700

268 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1200・600・750

269 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1200・600・750

270 作業ﾃｰﾌﾞﾙ 1200・600・750

271 作業ﾃｰﾌﾞﾙ(H750タイプ) 1800・800・750

272 作業ﾃｰﾌﾞﾙ(H750タイプ) 1800・800・750

273 ローカウンター 1680・800・740

274 ローカウンター 1680・800・740

275 ロー90度外コーナー  840・840・700

276 ローカウンター  880・800・740

277 3枚ひきちがい書庫＋天板＋ベース脚  900・450・700

278 3枚ひきちがい書庫＋天板＋ベース脚  900・450・700

279 3枚ひきちがい書庫＋天板＋ベース脚  900・450・700

280 3枚ひきちがい書庫＋天板＋ベース脚  900・450・700

281 クリスタルケース＋天板  900・40・1100

282 3枚ひきちがい書庫＋天板＋ベース脚  900・450・1000

283 S・キャレル・パ  

284 平台

285 平台

286 平台

287 平台

288 平台

289 作業台 1500・900・760

290 作業台 1500・900・760

291 作業台 1500・900・760

292 作業台 1500・900・760

293 作業台 1500・900・760

294 演壇 900・480・1033

295 花台 450・450・750

296 事務イス(客用) 布張り

297 事務イス(客用) 布張り

298 事務イス(客用) 布張り

299 事務イス(客用) 布張り
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300 事務イス(客用) 布張り

301 事務イス(客用) 布張り

302 事務イス(客用) 布貼り

303 事務イス(客用) 布貼り

304 事務イス(客用) 布貼り

305 事務イス(客用) 布貼り

306 事務イス(職員用)袖付 布

307 事務イス(職員用) ビニール

308 事務イス(職員用) ビニール

309 事務イス(職員用) ビニール

310 事務イス(職員用) ビニール

311 事務イス(職員用) ビニール

312 事務イス(職員用) ビニール

313 事務イス(職員用) ビニール

314 事務イス(職員用) ビニール

315 事務イス(職員用) ビニール

316 事務イス(職員用) ビニール

317 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

318 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

319 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

320 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

321 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

322 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

323 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

324 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

325 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

326 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

327 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

328 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

329 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

330 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

331 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

332 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

333 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

334 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

335 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

336 ロビーチェア(背ﾅｼ)ｺｰﾅｰ 600・600・390

337 ロビーチェア 600・600・680

338 ロビーチェア 600・600・680

339 ロビーチェア 600・600・680

340 ロビーチェア 600・600・680

341 ロビーチェア 600・600・680

342 ロビーチェア 600・600・680

343 ロビーチェア 600・600・680

344 ロビーチェア 600・600・680

345 ロビーチェア 600・600・680

346 ロビーチェア 600・600・680

347 ロビーチェア 600・600・680

348 ロビーチェア 600・600・680

349 ロビーチェア 600・600・680

350 ロビーチェア 600・600・680

351 ロビーチェア 600・600・680

352 ロビーチェア 600・600・680

353 ロビーチェア 600・600・680

354 ロビーチェア 600・600・680

355 ロビーチェア 600・600・680

356 ロビーチェア 600・600・680

357 ロビーチェア 600・600・680

358 ロビーチェア 600・600・680

359 ロビーチェア 600・600・680
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360 ロビーチェア 600・600・680

361 事務イス(客用) 布

362 事務イス(客用) 布

363 事務イス(客用) 布

364 事務イス(客用) 布

365 事務イス(客用) 布

366 事務イス(客用) 布

367 事務イス(客用) 布

368 事務イス(客用) 布

369 食事椅子 555・550・755

370 食事椅子 555・550・755

371 食事椅子 555・550・755

372 食事椅子 555・550・755

373 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(2人掛け)木枠 1185・665・780

374 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(3人掛け)木枠 1720・665・780

375 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(3人掛け)木枠 1720・665・780

376 車椅子(館内貸出し用)  

377 車椅子(館内貸出し用)  

378 車椅子(館内貸出し用)  

379 車椅子(館内貸出し用)  

380 車椅子(館内貸出し用)  

381 食事椅子(幼児用) 425・534・740

382 食事椅子(幼児用) 425・534・740

383 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(3人掛け) 2025・600・800

384 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(3人掛け) 2025・600・800

385 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(3人掛け) 2025・600・800

386 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(3人掛け) 2025・600・800

387 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(3人掛け) 1800・540・685

388 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(3人掛け) 1800・540・685

389 ﾛﾋﾞｰﾍﾞﾝﾁ(3人掛け) 1800・540・685

390 ソファー 1800・800・670

391 起立補助イス 575・560・900

392 起立補助イス 575・560・900

393 車椅子(水回り用)(自走式) 520・760・940

394 車椅子(水回り用)(自走式) 520・760・940

395 車椅子(水回り用)(自走式) 520・760・940

396 車椅子(水回り用)(自走式) 520・760・940

397 車椅子(水回り用) 520・760・940

398 車椅子(水回り用) 520・760・940

399 車椅子(水回り用) 520・760・940

400 車椅子(水回り用) 520・760・940

401 ホームﾍﾞﾝﾁ 1740・400・365

402 ホームﾍﾞﾝﾁ 1740・400・365

403 ホームﾍﾞﾝﾁ 1740・400・365

404 ホームﾍﾞﾝﾁ 1740・400・365

405 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

406 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

407 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

408 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

409 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

410 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

411 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

412 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

413 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

414 ホームﾍﾞﾝﾁ(着替え用) 1740・400・365

415 車椅子(水回り用)(自走式) 520・760・940

416 車椅子(水回り用)(自走式) 520・760・940

417 車椅子(水回り用)(自走式) 520・760・940

418 車椅子(水回り用)(自走式) 520・760・940

419 車椅子(水回り用) 520・760・940
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420 車椅子(水回り用) 520・760・940

421 車椅子(水回り用) 520・760・940

422 車椅子(水回り用) 520・760・940

423 ハイチェア  

424 ハイチェア  

425 ハイチェア  

426 ハイチェア  

427 ハイチェア  

428 ハイチェア  

429 ハイチェア  

430 ハイチェア  

431 ベンチ(着替用)背ナシ 1800・590・395

432 ベンチ(着替用)背ナシ 1800・590・395

433 ベンチ(着替用)背ナシ 1800・590・395

434 ベンチ(着替用)背ナシ 1800・590・395

435 保管庫(両開き) 880・400・1850

436 保管庫(両開き) 880・400・1850

437 保管庫(両開き) 880・400・1850

438 保管庫(両開き) 880・400・1850

439 保管庫(両開き) 880・400・1850

440 保管庫(両開き) 880・400・1850

441 保管庫(両開き) 880・400・1850

442 保管庫(両開き) 880・400・1850

443 保管庫(両開き) 880・400・1850

444 保管庫(両開き) 880・400・1850

445 保管庫(両開き) 880・400・1850

446 器械戸棚 900・400・1790

447 軽量ﾗｯｸ(基本＋増連1) 3640・450・1800

448 軽量ﾗｯｸ(基本＋増連1) 1840・450・1805

449 軽量ﾗｯｸ(基本＋増連1) 3640・450・1800

450 軽量ﾗｯｸ(基本＋増連1) 1840・450・1805

451 軽量ﾗｯｸ(基本＋増連1) 1840・450・1805

452 中軽量ﾗｯｸ(基本) 1800・600・2100

453 中軽量ﾗｯｸ(基本) 1800・600・2100

454 中軽量ﾗｯｸ(基本＋増連2) 2740・450・2100

455 中軽量ﾗｯｸ(基本) 1540・450・2100

456 中軽量ﾗｯｸ(基本) 1540・450・2100

457 中軽量ﾗｯｸ(基本) 1540・450・2100

458 中軽量ﾗｯｸ(基本) 1540・450・2100

459 中軽量ﾗｯｸ(増連) 1800・600・2100

460 中軽量ﾗｯｸ(増連) 1800・600・2100

461 中軽量ﾗｯｸ(増連) 1800・600・2100

462 中軽量ﾗｯｸ(増連) 1800・600・2100

463 中軽量ﾗｯｸ(増連) 1800・600・2100

464 中軽量ﾗｯｸ(増連) 1800・600・2100

465 中軽量ﾗｯｸ(増連) 1800・600・2100

466 更衣ロッカー(4人用) 900・515・1790

467 更衣ロッカー(4人用) 900・515・1790

468 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

469 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

470 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

471 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

472 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

473 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

474 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

475 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

476 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

477 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

478 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

479 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790
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480 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

481 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

482 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

483 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

484 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

485 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

486 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

487 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

488 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

489 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

490 更衣ロッカー(3人用) 900・515・1790

491 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

492 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

493 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

494 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

495 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

496 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

497 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

498 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

499 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

500 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

501 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

502 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

503 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

504 更衣ロッカー(2段3列)  900・455・1790

505 担架収納ﾎﾞｯｸｽ 290・290・2230

506 整理棚 1100・380・1465

507 コインロッカー 900・350・1790

508 ﾛｯｶｰ(両開き)＋ ベース 900・450・1100

509 ﾛｯｶｰ(両開き)＋ ベース 900・450・1100

510 ｸﾘｱｹｰｽ＋ｷｬｽﾀｰ付ﾍﾞｰｽ 900・400・700

511 保管庫(引違い・ガラス) 880・515・1790

512 ITラックシステム 800・550・1800

513 ITラックシステム 1000・550・1800

514 センタースタンド 1200・450・700

515 センタースタンド 1200・450・700

516 センタースタンド 1200・450・700

517 トップシェルプ＋棚板1 1200・450・650

518 トップシェルプ＋棚板1 1200・450・650

519 トップシェルプ＋棚板1 1200・450・650

520 多人数ロッカー 900・515・1790

521 多人数ロッカー 900・515・1790

522 多人数ロッカー 900・515・1790

523 多人数ロッカー 900・515・1790

524 多人数ロッカー 900・515・1790

525 多人数ロッカー 900・515・1790

526 引出しｷｬﾋﾞﾈｯﾄ(ベース付) 900・450・1050

527 引出しｷｬﾋﾞﾈｯﾄ(ベース付) 900・450・1050

528 ワードローブ 550・420・1450

529 ワードローブ 550・420・1450

530 ワードローブ 550・420・1450

531 ワードローブ 550・420・1450

532 ワードローブ 550・420・1450

533 ワードローブ 550・420・1450

534 雑誌架(片面) 900・420・1160

535 書架(傾斜・片面)窓壁側 1800・360・850

536 書架(傾斜・片面)窓壁側 1800・360・850

537 書架(傾斜・片面) 1800・360・1600

538 書架(傾斜・片面) 1800・360・1600

539 食器棚 1800・500・1800
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540 食器棚 1800・500・1800

541 食器棚 600・450・1790

542 食器棚 600・450・1790

543 食器棚 600・450・1790

544 食器棚 600・450・1790

545 食器棚 600・450・1790

546 食器棚 600・450・1790

547 両面ﾎﾞｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ付(900W) 900・450・1500

548 両面ﾎﾞｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ付(1200W) 1200・450・1500

549 GTL片面ﾎﾞｰﾄﾞ 900・350・1800

550 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

551 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

552 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

553 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

554 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

555 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

556 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

557 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

558 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

559 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

560 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

561 ｴﾝﾄﾞバックパネル 900・50・1500

562 サイドパネル 450・30・1800

563 サイドパネル 450・30・1800

564 サイドパネル 450・30・1800

565 サイドパネル 450・30・1800

566 サイドパネル 450・30・1800

567 サイドパネル 450・30・1800

568 ストッカー(900H) 420・450・900

569 ストッカー(900H) 420・450・900

570 ストッカー(900H) 420・450・900

571 ストッカー(900H) 420・450・900

572 ストッカー(900H) 420・450・900

573 ストッカー(900H) 420・450・900

574 ストッカー(900H) 420・450・900

575 ストッカー(900H) 420・450・900

576 ストッカー(900H) 420・450・900

577 ストッカー(900H) 420・450・900

578 ストッカー(900H) 420・450・900

579 ストッカー(900H) 420・450・900

580 ストッカー(1200H) 420・450・1200

581 ストッカー(1200H) 420・450・1200

582 ストッカー(1200H) 420・450・1200

583 ストッカー(1200H) 420・450・1200

584 下駄箱 900・300・880

585 下駄箱 900・300・880

586 キーボックス 400・60・480

587 キーボックス 400・60・480

588 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 600・570・1580

589 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

590 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

591 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

592 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

593 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

594 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

595 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

596 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

597 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

598 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

599 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800
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600 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

601 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

602 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

603 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

604 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

605 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

606 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

607 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

608 展示ﾊﾟﾈﾙ(床置き) 960・570・1800

609 傘立て(60本)鍵付 1311・510・985

610 傘立て(60本)鍵付 1311・510・985

611 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

612 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

613 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

614 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

615 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

616 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

617 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

618 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

619 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

620 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

621 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

622 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

623 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

624 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

625 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

626 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

627 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

628 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

629 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

630 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

631 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

632 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

633 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

634 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1929・560・1790

635 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(昇降式) 1800・630・1720～2270

636 案内板 480・400・1400

637 案内板 480・400・1400

638 案内板 480・400・1400

639 案内板 480・400・1400

640 パーテーション 2100・1500・

641 パーテーション 3000・1500・

642 パーテーション 3000・1500・

643 傘立て(カギ付)　カギ無に 1200・500・1005

644 傘立て(カギ付)　カギ無に 1200・500・1005

645 ホワイトボード(片面) 1910・560・1790

646 アコーディオンカーテン 260～1500・1650

647 サスペンダー(新聞掛け) 626・446・960

648 身長計 デジタル式

649 体重計 デジタル式

650 体脂肪測定器 400・380・41

651 ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

652 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

653 点字ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

654 公衆電話用FAX  

655 ﾃﾛｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ 接続ｹｰﾌﾞﾙ・調整費込

656 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾓﾆﾀｰ  

657 映像確認ﾓﾆﾀｰ  

658 S-VHSﾌﾟﾚｰﾔｰ  

659 S-VHSﾌﾚｺｰﾀﾞｰ  
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660 コントローラー  

661 映像確認ﾓﾆﾀｰ  

662 映像確認ﾓﾆﾀｰ  

663 S-VHSﾌﾟﾚｰﾔｰ  

664 S-VHSﾌﾟﾚｰﾔｰ  

665 ｶｾｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ 328・382・160

666 ｶｾｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ

667 ｶｾｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ

668 ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾏｲｸﾛﾎﾝ

669 ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾏｲｸﾛﾎﾝ

670 ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ

671 ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷ

672 アンプ 接続ｹｰﾌﾞﾙ・調整費込

673 アンプ 接続ｹｰﾌﾞﾙ・調整費込

674 スピーカー 2台1組

675 スピーカー 2台1組

676 テレビ 1041・430・844

677 テレビ 746・526・511

678 テレビ 746・526・511

679 テレビ 746・526・511

680 テレビ棚 1039・550・384

681 OHP  

682 映写台 550・550・860

683 洗濯機 599・599・980

684 乾燥機＋乾燥機台 634・499・680

685 検食用冷凍庫 1182・635・906

686 冷蔵庫 590・677・1604

687 ｶﾗｵｹ機器 接続ｹｰﾌﾞﾙ・調整費込

688 ｶﾗｵｹ機器 接続ｹｰﾌﾞﾙ・調整費込

689 ｶﾗｵｹ機器 接続ｹｰﾌﾞﾙ・調整費込

690 文字拡大機 360・495・560

691 ﾌﾟｰﾙｸﾘｰﾅｰ

692 エアーフレッシュﾃｰﾌﾞﾙ 1300・750・1080

693 エアーフレッシュﾃｰﾌﾞﾙ 1300・750・1080

694 エアーフレッシュﾃｰﾌﾞﾙ 1300・750・1080

695 エアーフレッシュﾃｰﾌﾞﾙ 1300・750・1080

696 エアーフレッシュﾃｰﾌﾞﾙ 1300・750・1080

697 ファクシミリ(設置台付)

698 ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ

699 ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ

700 時計 直径500

701 ｽﾎﾟｰﾂﾀｲﾏｰ

702 イス並べ機 1612・1500・360

703 チェアーカセット 1430・1500・1045

704 チェアーカセット 1430・1500・1045

705 チェアーカセット 1430・1500・1045

706 チェアーカセット 1430・1500・1045

707 チェアーカセット 1430・1500・1045

708 チェアーカセット 1430・1500・1045

709 ﾅｲﾂﾋﾞｼﾞｮﾝｽｷｬﾅVS-3  

710 ﾄｰｷﾝｸﾞｴｲﾄﾞ 288・225

711 テラタイプ6点用 245・65・65

712 ｼｬｰﾌﾟCS2600 ｺﾝﾍﾟｯﾄ 210・74・220

713 ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｰ＋接続ｹｰﾌﾞﾙ サブカメラ台付

714 ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｰ用ｱﾙﾐｹｰｽ  

715 ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｰ用ｱﾙﾐｹｰｽ  

716 診察ベッド 700・1900・600

717 ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ  

718 介護ベッド(3ﾓｰﾀｰ)  

719 ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ  
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品名 仕様（幅・奥行・高さ）

720 ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ  

721 ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ  

722 ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ  

723 ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ  

724 ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ  

725 ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞｷｬﾋﾞﾈｯﾄ  

726 ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞｷｬﾋﾞﾈｯﾄ  

727 ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞｷｬﾋﾞﾈｯﾄ  

728 ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞｷｬﾋﾞﾈｯﾄ  

729 ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞｷｬﾋﾞﾈｯﾄ  

730 介護ベッド(3ﾓｰﾀｰ)  

731 介護ベッド(3ﾓｰﾀｰ)  

732 介護ベッド(3ﾓｰﾀｰ)  

733 介護ベッド(3ﾓｰﾀｰ)  

734 配膳車 1175・775・1065

735 包丁俎板収納庫  600・515・1035

736 コンビネーションレンジ  

737 コンビネーションレンジ  

738 コンビネーションレンジ  

739 コンビネーションレンジ  

740 電磁調理器  

741 電磁調理器  

742 電磁調理器  

743 電磁調理器  

744 包丁俎板殺菌庫 600・500・1030

745 包丁俎板殺菌庫 600・500・1030

746 業務用炊飯電子ジャー 426・360・383

747 電気炊飯ジャー

748 電気炊飯ジャー

749 エレクターワゴン

750 マルチステーション 1650・1650・2000

751 ﾏﾙﾁｽﾃｰｼｮﾝ用金網  

752 上肢内外旋運動器 上下調整式

753 壁面用肋木用取付金具  

754 肩関節輪転運動器 上下調整式

755 槽艇運動訓練器

756 足関節起立矯正板 718・485・1920

757 訓練用自転車 528・772・1259

758 歩行訓練用階段 3450・1640・1470

759 平行棒 3500・720・680

760 ﾏｯﾄﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ 2000・1200・450

761 訓練用ﾏｯﾄ 1800・900・50

762 訓練用ﾏｯﾄ 1800・900・50

763 訓練用ﾏｯﾄ 1800・900・50

764 鉄ｱﾚｲ整理台  620・520・1125

765 鉄ｱﾚｲ整理台  620・520・1125

766 得点板  

767 審判台 750・400

768 ﾎﾞｰﾙﾊﾞｰ整理台  

769 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

770 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

771 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

772 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

773 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

774 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

775 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

776 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

777 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

778 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

779 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400
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780 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

781 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

782 ﾌﾟｰﾙﾌﾛｱｰ 2000・1000・400

783 監視台

784 水中担架

785 ﾌﾟｰﾙｶﾊﾞｰ

786 ｺｰｽﾛｰﾌﾟ

787 卓球台(車椅子用)  

788 卓球台(車椅子用)  

789 卓球台(車椅子用)  

790 卓球台  

791 卓球台  

792 卓球台(盲人用) 2740・560・1855

793 卓球用ﾎﾞｰﾙﾌｪﾝｽ運搬車 BF-1用

794 卓球台(盲人用) 2740・560・1855

795 卓球台(盲人用) 2740・560・1855

796 30秒ﾙｰﾙ表示装置 2台ｾｯﾄ

797 ﾌｧｰﾙライト 2台ｾｯﾄ

798 30秒ﾙｰﾙ表示装置用ｽﾀﾝﾄﾞ 2台ｾｯﾄ

799 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ支柱ｶﾊﾞｰ 2本1組

800 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ支柱ﾊﾟｯﾄﾞ 2本1組

801 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ支柱(盲人用) 2本1組

802 茶道用具 Bセット

803 茶道用具 Bセット

804 茶道用具 Bセット

805 電動ろくろ 570・580・500

806 電動ろくろ 570・580・500

807 電動ろくろ 570・580・500

808 電動ろくろ 570・580・500

809 電動ろくろ作業台 800・250・460

810 電動ろくろ作業台 800・250・460

811 電動ろくろ作業台 800・250・460

812 電動ろくろ作業台 800・250・460

813 作品乾燥棚 1755・730・1265

814 高齢者疑似体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 一式

815 高齢者疑似体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 一式

816 高齢者疑似体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 一式

817 動物パズルマット

818 キルディブロック大型ｾｯﾄ

819 電動ランナー

820 ｵﾑﾂ交換車 530・1254・950

821 囲碁セット 足つき(20号)

822 囲碁セット 足つき(20号)

823 囲碁セット 足つき(20号)

824 囲碁セット 足つき(20号)

825 囲碁セット 足つき(20号)

826 囲碁セット 足つき(20号)

827 囲碁セット 足つき(20号)

828 囲碁セット 足つき(20号)

829 囲碁セット 足つき(20号)

830 囲碁セット 足つき(20号)

831 ストレッチャー(昇降) 1925・615・520～920

832 ストレッチャー(昇降) 1925・615・520～920

833 ﾌﾛｱｼｰﾄﾊﾝｶﾞｰ 1820・680・1140

834 ﾌﾛｱｼｰﾄﾊﾝｶﾞｰ 1820・680・1140

835 ﾌﾛｱｼｰﾄﾊﾝｶﾞｰ 1820・680・1140

836 ｼｰﾄ巻取り機 1630・530・620

837 ガイドマットV-P 組み立て費込み

838 ガイドマットV-P 組み立て費込み

839 引割緞帳 生地:ﾆｭｰﾅｲﾄｼﾃｨ
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840 畳ベンチ(特注) 945・1630・200

841 畳ベンチ(特注) 945・1630・200

842 畳ベンチ(特注) 945・1630・200

843 畳ベンチ(特注) 945・1630・200

844 畳ベンチ(特注) 880・1630・200

845 畳ベンチ(特注) 880・1630・200
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主要設備等一覧 

新潟市総合福祉会館の主要設備等を一覧に示す。 

 

 

１  電気設備 

(1) 受変電設備 

① 受電方式      ３φ ３Ｗ６．６KV ５０Hz １回線 

② 変圧器       １φ １００ＫＶＡ ３台 

            ３φ ３００ＫＶＡ ２台 

              ３φ ２００ＫＶＡ ２台 

③ 進相コンデンサー  ３φ   ７５ＫＶＡ ４台 

④ 契約電力      ６２４ＫＷ 

  (2) 自家用発電設備 

    ① 三相交流発電機      出 力  ６２５ＫＶＡ 

              電 圧  ３φ ３Ｗ ６．６ＫＶ  ５０Hz 

              回転数  １、５００回転 

    ② ガスタービン機関  出力   ７５０ＰＳ 

              回転数  １、５００回転 

              冷却方式 空冷式 

              燃料   灯油 

 (3) 蓄電池設備      容量   ２００ＡＨ    ５４セル 

              蓄電池  シール型据置鉛蓄電池 

  ＭＳＥＸ－200（ＭＳＥ200） 

               電圧   １００Ｖ 

              整流器盤 全自動サイリスク整流器 

  (4) 電灯コンセント設備 

  ①  全館蛍光灯照明   ただし、一部白熱灯、陽光ランプ及び水銀灯 

  ② 誘導灯       非常照明 

  (5) 弱電設備       一式 

  ① 電話配管設備 

    ② 放送設備 

    ③ 電気時計設備 

    ④ インターホン設備 

    ⑤ テレビ共同聴視設備 

  ⑥ 監視用ＴＶ 

  ⑦ 身障者用非常押釦設備 

  ⑧ 盲導鈴 

参考資料２ 
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 (6)  自動火災報知設備   一式 

  (7)  防災設備（排煙、シャッター連動等含む。）    一式 

  (8)  避雷針設備      一式 

  (9)  駐車場管制設備    一式 

 (10) 駐車機械設備     一式 

２  空気調和設備 

  (1)  熱源設備 

  ① 冷温水発生機        ガス焚き １８０Ｒｔ    ２基 

  ② 給湯ボイラー    ３回路式無圧真空式 300、000KCal ２台 

              ガス焚き   ７．５㎡（伝熱面積） 

  ③ 冷却塔       １８０Ｒｔ       ２基 

 (2)  ポンプ設備 

    ①  冷温水ポンプ        ６台（凍結防止ポンプ含む） 

    ② 冷却水ポンプ     ２台 

  ③ ボイラー温水ポンプ １台 

    ④ 床暖房温水     １台 

 (3) 空気調和機器 

    ① エアハンドリングユニット   ３７台（還風機、全熱交換器付） 

    ② ファンコイルユニット     ３８台 

  ③ パッケージ型空調機       １台 

    ④ ＧＨＰ型空調機        ３５台 

  (4) 送風機設備 

    ① 換気用送風機         ２０台 

    ② 換気用排風機         ３４台 

    ③ 換気用天井扇         ２８台 

  ④ 換気用デリベントファン     ２台 

 (5) 自動制御設備 

  ① 自動制御装置並びに附属機器   一式 

 (6)  防災設備 

    ① 排煙ファン           ２台 

  ② 煙感知器連動ダンパー      一式 

    ③ 手動開閉装置並びに附属機器   一式 

  (7)  その他 

  ①  全熱交換機(固定式、送風機付）  ９台 

    ②  床暖房装置（対象面積  ７４９㎡）温水式  一式 

    ③ ヘッダー            ３台 

    ④ 厨房用フード装置        一式 
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    ⑤ フィルターユニット       １台 

    ⑥ 水－水熱交換器         ２台 

  ⑦ 薬液タンク   （冷温水用）防錆剤用 ２００ℓ 

            （冷却水用）殺藻剤用 ２００ℓ 

３  給排水衛生設備（消火設備含む。） 

  (1)  水槽類              総容量 

    ① 受水槽（ＦＲＰ）          １基（ ２８㎥） 

    ② 消火水槽（ＲＣ）     １基（ １３㎥） 

  ③ 雨水槽（ＲＣ）     １８基（２５０㎥） 

  ④ 雑用水槽（ＲＣ）     １基（ ３３㎥） 

  ⑤ 湧水槽（ＲＣ）      ２基（   ２㎥） 

  ⑥ 冷却補給水槽       １基（ ５０㎥） 

 (2)  ポンプ類 

    ① 湧水ポンプ        ４台（雨水ポンプ８台含む） 

  ② 加圧給水ポンプ      ３台 

    ③ 給水循環ポンプ      ６台 

 (3) 消火設備 

    ① スプリンクラー設備    一式 

  ② 消火器（移動粉末式）   ８台 

 (4) その他 

    ①  電気湯沸器                ３台 

    ② 滅菌装置         ３台 

    ③ 便器           各種大便器     ４０台 

                 各種小便器     １５台 

  ④ 洗面器具         各種洗面器、手洗器 ８０台 

                 掃除流        ９台 

    ⑤ ろ過器          ４台 

    ⑥ 桝            一式 

    ⑦ ストレージタンク     ２基（２、０００ℓ） 

  ⑧ 水－水熱交換器      ４基 

  ⑨ グリーストラップ     ２基（６０ℓ、４０ℓ） 

４  中央監視装置 

  (1)  受変電設備、照明設備の集中監視制御 

    操作卓、ディスプレイ、プリンター（１台） 

 (2)  空調関係 

    ① 中央処理装置（監視点数約６５０点） 

    ② カラーディスプレイ  ２０インチ１台（画面約１００枚） 
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  ③ プリンター    日報用、メッセージ用各１台 

５  昇降機設備 

  (1) エレベーター 

    ① ２台  乗用  定員１５人  速度６０ｍ／ｍｉｎ 停止箇所５箇所 

    ② １台  乗用  定員１５人  速度４５ｍ／ｍｉｎ 停止箇所２箇所 

６  自動ドア          ２４台 

７  防火戸・防火シャッター   ６０箇所 

  排煙用電動・手動式開閉装置 ４１箇所 
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保守点検業務（参考） 

現在、市が業務委託により実施している保守点検業務（設備運転管理業務等）の概要を参

考に示す。 

 

 

 

１ 業務従事者の資格用件、選任の留意点及び異議への対応 

(1) 下記の免許を有する者のほか、同等以上と認められる実務能力を有する者とする。 

① 第三種以上の電気主任技術者免許を有する者 

② 第二種電気工事士免許を有する者 

③ 二級以上のボイラー技士を有する者 

④ 危険物取扱者（第４類灯油） 

⑤ 第三種免許以上の冷凍機械責任者を有する者 

⑥ 消防設備点検資格者 

(2) 業務従事者の選任にあたっては、次の点に十分留意する。 

① 研修、訓練、経験等により業務の遂行に十分な知識、経験を有する者 

② 対象物件の施設内容、機能、運営理念を理解している者 

③ 対象物件の運営スタッフの一員としての自覚と誇りを持つ者 

(3) 新潟市は、設備運転管理業務従事者に著しく不適当と認める者があるときは、指定

管理者に対してその理由を明示し、当該業務従事者の交替を要求することができるも

のとする。 

２ 常駐業務従事者基準時間と標準配置人員 

(1) 業務基準時間と標準配置人員 

１２月２９日から翌年１月２日の間は、業務を行わない。ただし、指定管理者が必要

と認めるときは、この限りではない。 

① 火曜から日曜日まで  午前８時から午後９時半まで １名 

② 月曜日及び１月３日  午前８時から午後５時半まで １名 

※ 月曜日が祝日の場合はその翌日 

３ 業務の対象 

(1) 中央監視制御設備 

(2) 電気設備 

(3) 空気調和設備 

(4) 給排水衛生設備 

(5) 防災設備 

(6) 建物管理 

４  業務の内容 

業務は、対象物件に設置されている諸設備の安全な運転操作と適切な保守点検を行い、
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予防、保全に努めるとともに、万一異常若しくは異常を予告する兆候を察した場合は、

適切な処置を施し、安全運転の確保及び設備の耐久化を図ることとする。 

業務は次の事項を実施する。 

(1) 設備機器の運転状況の把握及び異常、発停の監視 

(2) 設備機器発停、運行管理 

(3) 日常巡視点検 

(4) 予防、保全による機器の事故発生の防止 

(5) 緊急時（設備機器の故障、災害時）の指示連絡、対処、措置 

(6) 各日誌、月報、その他点検整備記録等の作成、整理、報告 

(7) 各設備の各種メーター類の検針、立ち会い、記録 

(8) 灯油類の搬入の検針、立ち会い、記録 

(9) 設備運転管理業務従事者以外の第三者が行う設備機器の定期点検整備等の業務、検

査、工事等の立会い、報告 

(10) 官公庁による検査の立会い、報告 

(11) 設備異常時の軽補修、補修、応急措置、緊急連絡先への連絡 

(12) 関係業務との連絡、調整 

(13) 管理上で必要な官公庁の諸手続き、届出、報告、連絡 

(14) 警備員との連携による日常の防犯、防火、防災対応と災害発生時の緊急対応 

(15) その他必要な事項 

５  業務の実施 

(1) 業務の計画立案と実施 

業務の実施にあたっては、常に新潟市及び関係業務担当者と連絡をとり、会議室等

の運営状況を考慮し、業務の計画を立案し、緩急自在な組織と機能をもって実施にあ

たること。 

(2) 設備の運転監視業務 

とくに、空気調和関係設備の運転にあたっては、施設の利用状況に加え、四季の外

気温、天候、室温、気流、湿度等に十分な配慮をし、必要に応じて冷暖房、換気のほ

か、適切な手段により常により快適な条件に調節し、経済運転に努めた運転管理を行

うこと。 

(3) 設備の管理基準 

次の項目ごとに定める基準による。 

① 日常管理業務基準 

② 運転監視基準 

③ 日常巡視点検基準 

④ 建物管理基準 

⑤ 点検、測定、整備 

⑥ 関係図面の保管、整備 
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(4) 施設関係の測定及び記録 

測定及び記録について日誌等を作成する。 

① 運転日誌、作業日誌 

② 日常巡視点検日誌 

③ 各点検、整備記録 

④ 事故発生報告書 

⑤ 設備機器台帳 

⑥ 工具、計器台帳 

⑦ 業務連絡表 

⑧ 関係図面の整備、書類の保管 

⑨ 設備管理月報、年報 

⑩ その他必要なもの 

(5) 点検等の結果に対する処理 

点検の結果、不備な箇所や状態を発見した場合は、必要な清掃、調整、補修等の措

置を行う。故障の程度により復旧が困難な場合は、速やかに甲に報告し、専門業者の

修理等のその回復に全力をあげるものとする。 

６ 関係法令の遵守 

本業務の実施にあたり、次の法令及びその他の関係諸法令を遵守するものとする。 

(1) 労働安全衛生法 

(2) 消防法 

(3) 建築物における衛生的環境の確保に関する法律 

(4) 水道法 

(5) 電気事業法 

(6) 電気通信事業法 

(7) 高圧ガス取締法 

(8) 大気汚染防止法 

７  その他 

(1) 非常事態（火災、地震、風水害、断水、停電等）が発生した場合は、速やかに警備

員、新潟市、関係機関と連絡をとり、適切な措置を講ずるものとする。 

８  この仕様書に定めのない事項及びこの仕様書に関して疑義が生じたときは、新潟市及

び指定管理者との協議の上定めるものとする。 

 

○浴槽消毒業務 

１ 業務の内容 

業務は、２週間に１回以上、高濃度の有効塩素を含んだ浴槽水を配管の中に循環させ

循環配管の消毒を実施する。 

２  関係法令の遵守 
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本業務の実施にあたり、次の法令及びその他の関係諸法令を遵守するものとする。 

(1) 新潟県公衆浴場の設置場所の配置及び衛生措置の基準等に関する条例 

(2) 新潟市公衆浴場法施行条例 
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運転監視業務基準 

 

(1)  電気設備 

項目 

区分 
作 業 基 準 備  考 

受変電設備 ①  設備の運転及び操作 

②  監視盤、操作盤及び受電盤の計器に

よる電圧、電流、周波数、力率の監視

記録、異常の有無確認 

③  同上盤の信号灯、表示灯の良否確認 

④  自動記録装置（端末装置を含む）の

作動の良否確認 

中央監視盤のあ

るところも含めて

運転状況の確認を

行うこと。 

蓄電池整流器 ①  蓄電池用整流装置の運転状況の確認  

自家用発電装置 ①  装置の運転及び操作 

②  常用電源とＥＧの切り替え表示灯の

確認 

③  燃料の供給状態の確認 

 

分電盤動力制御盤 ①  装置の運転及び操作 

②  開閉操作の確認 

 

照明器具 ①  器具の点滅の操作 

②  点灯の確認及び明るさの確認 

 

電気時計 ①  電源の電圧及び電流の確認 

②  モニター指針の確認 

③  小時計指示の確認 

 

拡声装置 ①  電源装置の表示灯電圧、電流の確認  

信号装置 ①  電源装置の表示灯電圧、電流の確認  

 

(2)  空気調和設備 

項目 

区分 
作 業 基 準 備  考 

冷温水発生機 ①  機器の運転及び操作 

② 冷媒、吸収、再生等各種ポンプの機

能の確認 

③  自動制御装置の確認 

 

 ④  冷水、冷却水の循環状態の確認  

 ⑤  油量、油圧の確認  

 ⑥  ガス量、ガス圧の確認  
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冷温水発生機 ⑦  冷水及び冷却水の出入口温度の確認  

 ⑧  高温再生器の圧力及び温度の確認  

冷却塔 ①  機器の運転及び操作 

②  漏水及び障害物の有無の確認 

③  動作の確認 

④  制御盤の作動の確認 

 

空気調和機 

（パッケージ型） 

（ＧＨＰ型） 

①  機器の運転操作 

②  各指示計器による動作確認 

③  温湿度の確認 

 

送風排風機 ①  機器の起動、停止及び動作の確認  

配管ダクト ①  バルブ及びダンパの開閉確認  

ポンプ制御盤 ① 「(3)給排水衛生設備」の項に準じる。  

熱交換機 

ヘッダ 

煙道 

①  機器の起動、停止及び動作の確認 

②  使用圧力等指示計器による確認及び

燃焼状態の確認 

③  燃料供給状態の確認 

④  ボイラー水の確認 

⑤  バーナーノズル、エアキズルのカー

ボン及び異物付着の確認 

⑥  自動制御系の作動の確認 

⑦  オイルサービスタンクの油量の確認 

⑧  煤煙濃度計による煤 

 

放熱器 ①  冷温水の漏れ確認  

 

(3)  給排水衛生設備 

項目 

区分 
作 業 基 準 備  考 

受水槽、給水栓、洗

浄弁、ボールタッ

プ、配管、滅菌装置 

①  バルブ開度の適否の確認 

②  量水器による使用水量の監視確認 

③  配管水漏れの監視確認 

 

 ④  滅菌剤注入装置の作動状況及び滅菌

剤量の確認及び補充 
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 ⑤  残留塩素の測定  

ポンプ制御盤 ①  機器の運転及び操作 

②  動作時の電圧、電流、圧力の適否確

認 

③  高水圧、低水位警報ランプの動作確

認 

④  運転作動の確認 

 

汚水槽・排水管 

各種枡・汚物槽 

①  配管等の水漏れの有無確認 

②  排水状況の良否確認 

 

湯沸器 ①  損傷及び水栓からの水漏れの確認  

ガス器具 ①  メーター指示の確認 

②  ガス漏れの有無の確認 

 

 

(4)  管理業務 

項目 

区分 
作 業 基 準 備  考 

電気関係 ①  管理計画の作成 

②  電力消費情報（記録）の分析とこれ

に対する措置（調整、操作） 

ア  最大電力の制御 

イ  電源電圧の制御（負荷調整） 

ウ 力率調整（進相コンデンサ）の調整 

エ  負荷率の検討と処置 

③  運転開始時及び終了時の機器装置類

の異常の有無確認 

④  電力会社との受電業務上の連絡 

⑤  その他運転に関する業務 

 

空調関係 ①  管理計画の作成 

②  室内環境条件（温度、湿度、気流、

粉塵等）の情報分析とそれに対する措

置 

ア 熱源機器、空調機、ポンプ等の台

数制御 

イ 熱効率を検討し対処する。 

ウ 使用エネルギー及び資源等の供給

機関との業務上の連絡と対応 
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 ③  運転開始時及び終了時の機器装置類

の異常の有無確認 

④  その他運転に関する業務 

 

給排水関係 ①  管理計画の作成 

②  使用水量の情報（記録）の分析とそ

れに対する措置 

③  ガス使用量の情報（記録）の分析と

それに対する措置 

④  排水監視装置の作動状況の確認 

⑤  その他運転に関する業務 

 

その他 ①  設備要員の技能、安全、衛生に関す

る教育の計画と実施 

②  関係機器、消耗品、什器、備品等の

保管、出納の業務 

③  関係官公庁、その他の機関に対する

諸手続き、その他業務 

④  管理業務状況報告書の作成業務 
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設備点検基準表（日常巡回点検） 

 

⑴  電気設備の点検 

機器名 作業項目 

点検周期 

時 日 週 月 
2 ｹ 

月 

6 ｹ 

月 
年 

都 

度 

断路器 ・がいし汚損、損傷の有無の点

検 

  ○      

 ・端子及び刃の接触部加熱、変

色、緩みの有無の点検 

  ○      

遮断機 

(ACB、MCB) 

・プッシング汚損、破損、亀裂

の有無の点検 

  ○      

 ・異音、異臭の点検   ○      

 ・操作装置の機能確認   ○      

変圧器 ・温度測定   ○      

 ・異音、異臭、振動の点検   ○      

 ・外箱の汚損、損傷、端子部加

熱の有無の点検 

  ○      

低圧コンデン

サー 

リアクトル 

コンタクター 

・外箱の汚損、損傷、腐蝕、油

漏れの有無の点検 

  ○      

・異音、異臭の有無の点検   ○      

・がいしの汚損、損傷の有無の

点検 

  ○      

避雷針 ・外部損傷、破損、発錆の有無

の点検 

     ○   

 ・接地抵抗測定       ○  

屋上笠木 ・落雷穴の点検        ○ 

プロテクター

ヒューズ 

・保護筒汚損、損傷、腐蝕の有

無の点検 

  ○      

 ・がいしの汚損、損傷の有無の

点検 

  ○      

 ・端子部の過熱、緩みの有無の

点検 

  ○      

計器用変成器 ・外部の汚損、損傷の点検   ○      

 ・異音、異臭の点検   ○      

 

54



受電盤 

配電盤 

・外観の汚損、損傷の有無、腐

蝕、発錆の外部点検 

  ○      

 ・受電盤換気口フィルター清掃     ○    

 ・信号灯表示灯の点灯確認   ○      

 ・各計器指示値の確認、記録 

（記録は自動打ち出し） 

 ○       

 ・端子部の緩み、過熱及び断線

の有無の点検 

  ○      

分電盤、動力制

御盤及び端子

盤 

・外観の汚損の有無の点検清掃    ○     

・各機器の点検及び端子締付      ○   

・動力制御盤の作動異常の有無    ○     

中央監視装置 ・外観の汚損の有無の点検   ○      

 ・信号灯表示灯の点灯確認  ○       

 ・入出力制御装置の点検    ○     

 ・各継電器盤のフィルターの清

掃 

   ○     

 ・コントロールデスクの掃除   ○      

 ・タイプライターのリボン点検

及び取替え 

       ○ 

 ・自動日報記録用紙等の取付        ○ 

 ・自動日報記録用紙のファイル  ○       

 ・デマンド時間の調整    ○     

 ・タイムスイッチ時間差点検   ○      

 ・タイムスイッチ調整連絡        ○ 

 ・ATS スケジュールチェック    ○     

 ・ATS スケジュール変更  ○       

 ・ATS 年間スケジュール組入れ        ○ 

自家用発電機

設備 

・信号灯表示灯の点灯確認  ○       

・保守運転 

各計器指示値の確認、記録、

振動、異音、異臭の有無の点

検、電圧、周波数の確認、記

録 

   

 

○     

 ・オイルタンクの油量点検    ○     

 ・オイルタンクの水抜き      ○   

 ・排気管、消音器の外観点検   ○      

 ・燃料サービスタンクの点検  ○       

（２回）
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自家用発電機

設備 

・オイルギヤーポンプの機能点

検 

   ○     

 ・フロートスイッチの機能点検    ○     

蓄電池設備 ・液量、液温の点検  ○       

 ・蓄電池及び触媒栓の掃除   ○      

 ・端子部の緩みの点検締付   ○      

 ・架台の損傷、腐蝕の有無の点

検 

 ○       

 ・電圧の測定記録   ○      

 ・充電器盤の外観の汚損、損傷

の有無の点検 

  ○      

 ・充電器盤の表示灯の点灯確認  ○       

 ・充電器盤の電圧、電流の適否

の点検、調整 

 ○       

 ・均等充電       ○ 

 

 

照明設備 ・照明器具の汚損、変色、錆、

変形の点検 

     ○   

 ・照明器具反射板及び管球の清

掃（電気室及び機械室） 

      ○  

 ・管球及びグローランプの交換        ○ 

 ・リモコントランスの発熱の有

無の点検 

    ○    

 ・誘導灯の切替点灯の点検     ○    

 ・照度測定        ○ 

 ・外部点検      ○   

 ・予備管球及びグローランプの

在庫整理 

   ○     

放送設備 ・非常用放送鳴動テスト   ○      

 ・システムタイムコントロール

の点検 

     ○   

 ・テープの交換        ○ 

 ・電圧表示灯の点検    ○     

 ・蓄電池の点検 

（蓄電池設備に準じる） 

  ○      

 ・清掃    ○     

 

（4 回）
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 ・スピーカーの外形、取付状態

の点検 

     ○   

電気時計 ・電圧表示灯及び指針の点検 

・蓄電池の点検 

（蓄電池設備に準じる） 

・指針の調整 

   

○ 

○     

 

 

○ 

テレビ共聴 ・アンテナの点検       ○  

駐車場管制設

備 

・電圧表示灯のチェック 

・動作テスト 

 ○     

○ 

  

身障者用非常

押釦盲導鈴 

・動作テスト      ○   

監視用テレビ ・映像確認  ○       

非常照明 ・非常照明の切替点灯確認 

（球切れの点検） 

     ○   

消火栓関係 ・現地起動函の動作確認灯点検

記録 

   ○     

防火扉 ・外観の汚損の有無の点検       ○ 

 

 

インターホン ・通話テスト      ○   

火災報知機 ・外観点検     ○    

検針 ・取引メーター検針立会い 

・子メーター検針記録 

   ○ 

○ 

    

 

(2)  空気調和設備の点検 

機器名 作業項目 

点検周期 

時 日 週 月 
2 ｹ 

月 

6 ｹ 

月 
年 

都 

度 

煙道及び煙突 ・損傷の有無の点検 

・煙突下部の水溜まりの点検 

・塵の堆積の度合いの点検 

    

○ 

○ 

 ○   

熱交換器 ・水温、水頭圧、蒸気圧の点検 

 

・損傷、水洩れの点検 

 ○ 

 

 

 

 

○ 

     

冷温水発生機 

（吸収式） 

・冷水、冷却水循環系統の点検   ○      

（4 回）

（３回） 
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 ・冷媒ポンプ、吸収ポンプ、再

生ポンプ等の各種ポンプの点

検 

  ○      

 ・自動制御装置の機能点検及び

調整 

 ○       

 ・保安装置の機能点検      ○   

 ・各計器の指示値状態確認  ○       

 ・抽気      ○   

 ・発生機温度高の良否の点検  ○       

 ・油量の適否の点検  ○       

 ・溶液吸収器温度点検 ○        

 ・廃ガス温度の点検 ○        

 ・高温再生機圧力の点検  ○       

 ・冷温水及び冷却水の出入口温

度計測 

○        

 ・附属機器の損傷、腐蝕の点検    ○     

 ・各種配管の点検      ○   

 ・バーナーノズルの状況点検      ○   

 ・フレームアイの作動点検      ○   

 ・着火装置の点検  ○       

 ・送風機の点検  ○       

クーリングタ

ワー 

・冷却塔水槽内の汚れ腐蝕の点

検 

・送風機の機能確認 

・羽根車等損傷、錆、腐蝕の点

検 

・補給水、フロート弁作動点検 

・充填剤の破損、老化の点検 

・水処理装置の点検 

・水処理、薬液の補充 

・水槽内清掃 

  

 

○ 

 ○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

空気調和装置 ・温湿度感知器、ボリュームダ

ンパー、モーターダンパー及

びＶＡＶ装置の機能点検調整 

     ○   

 ・ケーシング取付部、保温の破

損の点検 

     ○   

 ・吹出口、還気口の汚れ点検      ○   
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 ・自動制御機器の機能点検    ○     

 ・各種配管の腐蝕、漏水破損の

点検 

      ○  

 ・空調機内部及びダクト内部の

汚れの点検 

     ○   

 ・各種自動弁の機能点検     ○    

 ・フィンチューブの点検清掃      ○   

 ・機内及び外部の清掃      ○   

エアフィルタ

ー 

・微差圧計の機能点検 

・フィルター交換 

・ブレフィルター汚れ点検清掃 

     

 

○ 

○   

○ 

加湿装置 ・噴霧ノズルの噴霧状態の点検 

 

・自動制御装置の機能点検 

・蒸気圧の点検 

      ○ 

 

○ 

○ 

 

ファンコイル ・コイル表面の汚れの有無の点

検清掃 

・損傷、錆、付着物、漏水の点

検 

    

 

○ 

 ○   

ポンプ類 ・ポンプの規定電流及び正常運

転の確認 

・圧力計の適正指示の確認 

・回転部、摺動部、可動部の異

音等異常の有無の確認 

・Ｖベルトの調整、交換 

・軸受温度 

・注油 

・グランドパッキングの交換 

・フートバルブの機能点検整備 

・グランドよりの漏水量の適否

の点検 

・カップリングの点検 

・自動ドレン抜き掃除 

・損傷、錆、付着物、漏水の点

検 

・モーター類の電源端子締付 

 ○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

  

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

（４回）
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送風機及び排

風機（排煙機を

含む） 

・電動機の異常の有無の点検 

・規定電流及び正常運転の確認 

・羽根車ケーシングの汚れの点

検 

・羽根車ケーシングの汚れの清

掃 

・振動、異音の有無、ボルトの

緩みの点検 

・錆、腐蝕の点検 

・送風機及びダクトジョイント

部分の点検 

・Ｖベルトの調整、交換 

・軸受磨耗点検、グリース交換 

・駆動用ホイール軸取付状態の

点検 

・インレットベーンの作動状態

確認 

・駆動用Ｖベルトの伸張度の点

検調整 

・軸受温度及び給油状態の点検 

 ○ 

○ 

  

 

 

 

 

 

○ 

  

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

ファンコイル

ユニット 

・送風機の騒音、振動、機能の

点検 

・冷温水コイル外部点検 

・エアー抜きコック作動テスト 

・ドレーンパイプのつまり点検 

・エアフィルターの汚れの点検

清掃 

・温湿度制御装置作動確認 

・無段速度調節器点検調整 

・内部清掃 

   ○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

  

パッケージ型

空気調和機 

ヒートポンプ

型空気調和機 

ＧＨＰ空気調

和機 

・送風機外部一般点検 

・圧縮機の異音、振動の有無の

点検 

・Ｖベルトの張力調整、交換 

・ドレーンパイプのつまり点検 

・保安装置の機能点検 

  

○ 

 ○ 

 

 

 

○ 

  

 

 

○ 

 

○ 
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 ・サーモスタットの機能点検        ○ 

・冷却コイルの外部点検      ○   

・エアフィルターの汚れの点検

掃除 

    ○    

・内部清掃      ○   

冷温水配管 ・保温材の点検 

・直管と曲管のジョイント部分

の点検 

・配管と熱交換器コイル接続部

の点検 

・パイプシャフトの点検 

   

 

 

 

 

○ 

  ○ 

○ 

 

○ 

  

自動制御装置 ・操作の機能点検 

・注油 

    

○ 

○    

ボイラー ・使用圧力の点検 

・安全弁の機能点検 

・水面測定装置の機能点検 

・ボイラー水の汚れの点検 

・自動制御装置の機能点検及び

調整 

・外観点検 

・燃焼室内部の異常の点検 

○  

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

    

全熱交換器 ・Ｖベルトの調整 

・ギヤーオイルの点検 

・エヤーシールの点検 

・ローター表面の点検 

・制御盤の機能点検 

・エアフィルターの汚れの点検

清掃 

     

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

  

換気口 ・外部点検      ○   

オイルタンク

及びサービス

タンク 

（発電機設備

にあり） 

・タンク及び配管系統の油汚れ

の点検 

・バルブの機能点検 

・オイルストレーナーの点検 

・油量計の機能点検 

・フロートスイッチの機能点検 

  ○  

 

 

○ 

○ 

○ 

  

 

○ 
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 ・オイルギヤーポンプの機能点

検 

   ○     

・タンク内のスラッジの堆積の

点検 

      ○  

・タンク内の水分の点検      ○   

・燃料の使用量、貯蔵量の調査

及び記録 

 ○       

・燃料受入れの立会い        ○ 

中央監視盤 ・運転記録の整理、分析 

・スケジュール運転変更 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

  ○  

 

(3)  給排水衛生設備の点検 

機器名 作業項目 

点検周期 

時 日 週 月 
2 ｹ 

月 

6 ｹ 

月 
年 

都 

度 

貯湯槽 

（ストレージ

タンク） 

・湯温、水頭圧、蒸気圧等の点

検 

・付属給湯循環ポンプの圧力電

流の点検 

・損傷、水漏れの点検 

・内外の発錆状態の点検 

 ○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

    

 

 

 

 

○ 

 

貯湯式電気湯

沸器 

・湯温点検 

・水漏れの点検 

・状態の点検 

・ボールタップの点検 

   ○ 

○ 

○ 

○ 

    

洗面器 ・亀裂、破損、取付けの緩みの

点検 

・つまり除去、漏水修理 

・水栓及び接合部等よりの水漏

れ点検 

・排水状態の点検 

     ○ 

 

 

○ 

 

○ 

  

 

○ 

シスタンク及

びフラッシュ

バルブ 

・つまり、汚れの点検 

・水量調整、水漏れ点検 

     ○ 

○ 

  

小便器及び大

便器 

・亀裂、破損の点検 

・水漏れの点検 

・排水状態の点検 

     ○ 

○ 

○ 
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散水栓 ・破損、取付けの緩みの点検 

 

・つまり除去、漏水修理 

・水栓及び接合部等よりの水漏

れ点検 

      ○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

排水管 ・水漏れの点検 

・つまり状態の原因確認 

・排水状態の点検 

     ○ 

○ 

○ 

  

受水槽 

（水槽含む） 

・槽内の堆積物及び汚れの点検 

・警報装置の作動確認 

・発錆及び損傷の点検 

・自動制御装置機能点検 

・ボールタップ作動点検 

     

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

  

湧水槽 

雨水槽 

雑用水槽 

冷却補給水槽 

・槽内の汚れ、沈積物、浮遊物

の点検 

・警報装置の作動確認 

・昆虫の発生状態の点検 

・自動制御装置の機能点検 

    

 

 

○ 

 ○ 

 

○ 

 

○ 

  

雑排水槽及び

汚水槽 

・槽内の汚れ、沈積物、浮遊物

の点検 

・警報装置の作動確認 

・昆虫の発生状態の点検 

    

 

 

○ 

 

 

○ 

 ○  

排水ますトラ

ップ 

・ます内の沈積物及び汚れの点

検 

・昆虫の発生状態の点検 

    

 

○ 

  ○  

加圧給水ポン

プ 

・圧力、電流値及び作動確認 

・異音、振動の点検 

・グランドよりの水漏れの点検 

・注油 

・自動制御装置の点検 

・カップリングの点検 

  ○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

  

 

 

 

○ 

○ 

  

湧水ポンプ 

ろ過器循環ポ

ンプ 

・起動スイッチの作動確認 

・警報装置作動確認 

・絶縁抵抗の測定 

    

 

○ 

○  

○ 

 

  

 ・圧力、電流値及び作動確認   ○      

 ・異音、振動の点検   ○      

 

（４回）

（４回）

（４回）

（４回）
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 ・注油    ○     

 ・自動制御装置の点検      ○   

スプリンクラ

ーポンプ 

消火栓ポンプ 

・圧力、電流値及び作動確認 

・異音、振動の点検 

・フート弁の機能確認 

・グランドよりの水漏れの点検 

・注油 

・自動制御装置の点検 

・カップリングの点検 

・能力確認 

    

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

  

滅菌装置 ・残留塩素の測定 

・滅菌剤の注入及び漏れの点検 

・滅菌剤の補充 

 ○ 

○ 

      

 

○ 

厨房設備 ・グリストラップの点検   ○      

循環ろ過装置 

（雨水） 

プール 

浴槽 

・ろ過器目づまりの点検 

・外観点検 

・付属ポンプの圧力、電流値の

点検 

・逆洗 

  ○ 

○ 

○ 

 

○ 

     

検針 ・上水受水量、雑用水、冷却補

給水量 

・雨水ろ過水量 

 ○ 

 

○ 
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新潟市総合福祉会館機能訓練用プール及び障がい者浴槽水質検査業務仕様書 

 

１  業務内容 

「新潟市プール条例」に基づき、機能訓練用プール及び障がい者浴槽の水質検査を行

う。 

(1)  水質検査の内容等  

測定箇所 検査回数 検査箇所 検体数 検査項目 

機能訓練用プール 

毎月１回 

（１２回） 
４ ４８ 

ｐＨ 

濁度 

過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量 

大腸菌群数 

一般細菌数 

年１回 

（８月） 
２ ２ 

総トリハロメタン 

機能訓練用プール水 

濾過器採栓 

毎月１回 

（１２回） 
１ １２ 

濁度 

障がい者浴槽水 

年１回 

（５月） 
２ ２ 

濁度 

過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量 

大腸菌群数 

レジオネラ属菌数 
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清掃業務（参考） 

現在、市が業務委託により実施している清掃業務の概要を参考に示す。 

 

 

 

１  業務内容 

施設・設備の管理・衛生及び美観を維持するために，別紙清掃基準表に基づいて業務

を実施する。 

(1)  業務の種別 

①  日常清掃  毎日１回以上行う業務をいう。 

②  定期清掃  必要に応じて適宜行う業務をいう。 

③  特別清掃  新潟市の指示により行う業務をいう。 

④  ゴミ処理  ゴミの収集，運搬，処分 

２ 業務日 

(1)  日常清掃 

委託期間中の休館日を除く毎日とする。 

(2)  定期清掃 

① 定期清掃は，月１回とする。 

② デイサービスセンター職員室は始業時間前に実施する。 

(3) ゴミ処理 

①  燃えるゴミ          週３回 

② びんゴミ・缶ゴミ      週１回 

③ プラスティックゴミ     週１回 

④ 燃えないゴミ・有害ゴミ   月１回 

３ 業務時間 

午前８時００分から午後５時００分までとする。 

４ 従事者 

常に施設内外を清潔に保持するために必要な従事者を配置すること。 

５ 使用機材及び材料 

(1) 清掃作業に使用する機材，器具等は，あらかじめ新潟市の承認を受けること。 

(2)  作業に使用する材料等は，すべて品質良好のもので，あらかじめ新潟市の検査を受

けた材料及びこれと同等以上のものを使用すること。 

(3)  作業器具，資財等は，必ず新潟市の指定する場所に整備格納すること。 

６  その他 

(1)  業務の実施にあたっては，会館運営の支障にならないよう細心の注意を払うこと。 

(2)  業務中は，盗難，火災予防に注意すること。 

(3)  清掃業務実施のため引火性危険物を使用する場合は，事前に新潟市に届け出て承認

参考資料４ 
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を得ること。 

(4)  机，椅子等を移動するときは，損傷しないように取り扱い，業務終了後原形に復す

ること。 

(5)  トイレットペーパー及び手洗石鹸類は，その補充に常に注意すること。 

(6)  ガラス清掃は，新潟市の指示に従い，施設利用者に支障のないように作業し，その

作業にあたっては，危険のないよう十分に注意すること。 

(7)  ガラス清掃の際は，同時に窓枠等の塵埃を除去すること。 

(8)  塵芥は，新潟市の指定する集積所に搬出し，館内に滞留させないように努めるとと

もに，同場所については常に整理整頓し，清掃と美化の保持に努めること。 

(9)  屋外及び外周りについては，落葉，塵芥の清掃並びに危険物の除去の他，新潟市の

指示事項を作業内容とすること。 
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環境衛生管理業務（参考） 

現在、市が業務委託により実施している環境衛生管理業務の概要を参考に示す。 

 

 

 

１  業務の種類 

(1)  環境衛生管理業務（建築物環境衛生管理技術者の業務） 

(2)  空気環境測定業務 

(3)  水質検査業務 

① 給水設備水質検査業務 

② 給湯設備水質検査業務 

③ 雑用水設備水質検査業務 

(4)  受水槽清掃業務 

(5)  館内消毒業務 

(6)  煤煙測定業務 

(7) 空気調和設備衛生管理業務 

(8) 中継槽清掃業務 

(9) 雑用水槽等清掃 

２  業務の範囲 

業務は次の事項を実施する。 

(1)  建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づく業務 

(2)  水道法に基づく業務 

(3)  大気汚染防止法に基づく業務 

(4)  建築物環境衛生管理技術者の選任・届出 

(5)  特定建築物についての届出書類等の作成 

(6)  関係書類の備え付け 

(7)  管理業務計画の立案 

(8)  管理業務に関する実施と立会い、その結果の評価 

(9)  環境衛生管理上の維持管理に必要な各種調査の実施、その結果の評価 

(10)  環境衛生管理上に必要な書類の作成及び関係図書の保管と整備 

(11)  環境衛生管理に必要な指導、助言 

(12)  管理業務に必要な官公庁の諸手続きと届出、報告、連絡 

(13)  関連業務との連絡、調整 

３  業務の実施 

(1)  業務の計画立案と実施 

業務の実施にあたっては、常に新潟市及び関係業務担当者と連絡をとり、会館の運

営状況を考慮し、業務の計画を立案し、緩急自在な組織と機能を持って実施すること。 

参考資料５ 
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(2)  環境衛生管理基準 

別紙「環境衛生管理基準」のとおり 

(3)  環境衛生管理関係の測定及び記録 

次に掲げる点検表等を作成し、提出するものとする。 

①  月間管理計画 

②  年間管理計画 

③  測定、点検、整備記録 

④  事故発生報告書 

⑤  業務連絡表 

⑥  その他必要なもの 

４ 関係法令の遵守 

業務の実施にあたり、下記法令及びその他の関係諸法令を遵守するものとする。 

(1)  建築物における衛生的環境の確保に関する法律 

(2)  労働安全衛生法 

(3)  水道法 

(4)  大気汚染防止法 

５  その他 

(1)  非常事態（火災、地震、風水害、断水、停電等）が発生した場合は、速やかに警備

業務従事者、新潟市、関係機関と連絡をとり、適切な措置を講ずるものとする。 

(2)  本仕様書は委託の大要を示すものであり、記載のない事項について新潟市が必要と

認めた場合は誠意をもって処理するものとする。 

(3)  本委託業務が、他の委託業務と密接に関連する場合、その実施について調整を行う。

この場合、新潟市の指示に従い、他の委託業務の円滑な実施に協力するものとする。 

６ この仕様書に定めのない事項及びこの仕様書に関して疑義が生じた場合は、新潟市及

び指定管理者との協議の上定めるものとする。 
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「環境衛生管理基準」 

 

１  空気環境測定業務 

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に基づき、浮遊粉塵、一酸化炭素、

二酸化炭素、温度、相対湿度、気流の空気環境の測定を行う。 

(1) 測定周期 

各項目について、２ヶ月以内ごとに１回定期的に測定する。 

(2) 測定箇所 

室内１２箇所（５００㎡ごとに１箇所：床面積10、087.42 ㎡） 

外気  １箇所 

合計１３箇所 

(3) 測定箇所及び測定方法は、厚生労働省令で定めるところによること。 

(4) 測定項目及び基準 

 

基準 

項目 
省令等による規定 

測定周期と回数 ２ヶ月ごとに定期に測定、１点を１日に３回測定 

 

浮遊粉塵 ０．１５㎎／㎥以下 （３回の平均値） 

一酸化炭素 １０ppm以下     （３回の平均値） 

二酸化炭素 １、０００ppm以下 （３回の平均値） 

温 度 １７度以上２８度以下 

相対湿度 ４０％以上７０％以下 

気 流 ０．５ｍ／ｓｅｃ以下 

 

２  飲料水水質検査業務 

(1)  「水道法」及び「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に基づき、定め

られた水質検査を行う。 

(2)  簡易専用水道（水道法） 

①  日常水質検査：７日以内ごとに１回 

ア  検査項目 

 色、濁り、臭い、味の異常の有無 

 遊離残留塩素の測定 

イ 測定位置：給水配管系端末の水栓 

② 定期検査：１回／年 

厚生労働大臣指定検査機関の検査を受検する。 

(3)  給水の管理（建築物における衛生的環境の確保に関する法律） 
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① 飲料水（給湯水）の水質検査：年２回 

検査項目 

水質検査項目 １回目 ２回目 

一般細菌 ○ ○ 

大腸菌 ○ ○ 

 亜硝酸態窒素 ○ ○ 

鉛及びその化合物 ○  

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ○ ○ 

亜鉛及びその化合物 ○  

鉄及びその化合物 ○  

銅及びその化合物 ○  

塩化物イオン ○ ○ 

蒸発残留物 ○  

有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量 ○ ○ 

ｐＨ値 ○ ○ 

味 ○ ○ 

臭気 ○ ○ 

色度 ○ ○ 

濁度 ○ ○ 

計 １６項目 １１項目 

② 消毒副生成物等１２項目については、６月１日から９月３０日までの間に行う

水質検査：１回／年 

【検査項目】 

  シアン化物イオン及び塩化シアン、塩素酸、クロロ酢酸、クロロホルム、ジ

クロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、総トリハロメタン（クロロホル

ム、ジブロモクロロメタン、ブロモジクロロメタン及びブロモホルムのそれぞ

れの濃度の総和）、トリクロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホ

ルムアルデヒド 

③ 遊離残留塩素の検査：７日以内ごとに１回、定期的に行うこと。 

 (4)  測定基準 

残 

留 

塩 

素 

水 

質 

測定周期 ７日以内ごとに定期に定点を測定 

推奨値 遊離残留塩素 ０．２ｐｐｍ以上 

測定位置 給水・給湯配管系端末の水栓 

検査周期 (3) 給水の管理に記載 

基 準 水道法第４条の水質基準を適用 

測定位置 給水・給湯配管系端末の水栓 
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３ 雑用水の管理業務 

(1) 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に基づき、雑用水の水質検査を

行う。 

(2) 雑用水の管理 

① 雑用水の水質検査：７日以内ごとに１回行う。 

ア 検査項目 

 ｐＨ値、臭気、外観、残留塩素 

② 雑用水の水質検査：２月以内ごとに１回行う。 

ア 検査項目 

  大腸菌、濁度 

 

４  受水槽等清掃業務 

(1) 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に基づき、受水槽等の清掃を行

う。 

(2) 受水槽の清掃 

① 清掃回数：１年以内ごとに行う。 

② 上水受水槽（ＦＲＰ）  一基（２８㎡） 

③ 清掃基準 

厚労省令、県、市の指導に基づいて行う。 

清掃周期 １年以内ごとに定期清掃 

作 業 
従事者の健康管理、用具衣類等の消毒 

作業終了後の消毒、排水、清掃、消毒、水洗、満水、滅菌 

残留塩素 
当該水槽及び給水配管系端末の水栓 

測 定 

(3)  清掃共通事項 

清掃を行うにあたっては、厚労省令及び次の事項に基づき実施する。 

① 水槽内部の清掃、消毒 

② 電極棒及びボールタップ等の点検、清掃 

③ 揚水ポンプ用フートバルブの点検、清掃 

④ 水位制御装置の点検、調整及び警報試験 

⑤ 槽全体、バルブ、配管等の漏水、亀裂及び汚損の点検 

⑥ 水槽の清掃に従事するものは、常に健康を維持し、腸管系伝染病の有無について

６ヶ月以内ごとに定期に検査を受け、保菌していない事を確認する。 

⑦ 清掃作業の実施にあたっては、機材、薬品、順序等詳細な打合せを行う。 

⑧ 水質検査は、厚生労働大臣の指定を受けた検査機関に管理基準に従って行わせる。 

⑨ 作業にあたっては、水槽内の換気に充分な注意を払い、必要な換気扇等を用いて、

給排気の措置を行う。 
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５  館内消毒業務 

(1) 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に基づき、調査、消毒を行う。 

(2)  定期検査 

ねずみ等の生息状況等調査：２回／年 

(3) 定期消毒 

ねずみ等の防除を年２回行う。なお、ねずみ等の防除施工後、効果の判定を行うも

のとする。 

(4)  厨房定期点検：２月毎に行う。 

(5) 緊急消毒 

定期消毒とは別に、指定管理者が必要と認めるときは、緊急消毒を行う。 

(6)  防除対象面積 

床面積  １０，０８７．４２㎡ 

(7)  調査、防駆除作業基準 

① 建物者の構造、進入経路、生息場所、ねずみの種類、数量等の検査 

② 被害の程度、糞尿、ラットサインによる汚れ等の検査 

③ 上記調査に基づき、駆除剤、捕鼠器等を建物の各ポイントに推定生息数に応じ

て配置する     

④ 駆除作業の実施に際しては、館内における茶道具及びその他の物品の衛生上の

安全に十分配慮する。 

⑤ 作業箇所及び周辺の火気の点検を行う。 

⑥ 書画、美術品、机、ＯＡ機器等に薬剤が付着しないように密閉又はカバーをす

る。 

⑦ 絨毯、壁にシミ等を付けないようにする。 

⑧ 使用する薬剤は、新潟市保健所の指導を受けて選定すること。 

 

６ ばい煙測定業務 

(1)  「大気汚染防止法」に基づき、定められた測定を行う。 

(2)  ガス直焚吸収式冷温水発生機  ２基 

ア  測定回数：２回／年 

イ  測定項目：窒素酸化物 

(3)  ガス温水ボイラー      ２基 

ア  測定回数：２回／年 

イ  測定項目：窒素酸化物 

(4)  非常用ガスタービン発電装置  １基 

ア  測定回数：２回／年 

イ  測定項目：窒素酸化物 

73



７ 空気調和設備衛生管理業務 

(1) 冷却塔及び冷却水について、冷却塔使用開始時及び使用期間中の１月以内毎に１

回、定期的にその汚れの状況を点検し、清掃、換水、殺菌等を行うこと。 

(2) 空気調和設備内に設けられた排水受けについて、排水受けの使用開始時及び使用期

間中の１月以内毎に１回、定期的にその汚れ及び閉塞状況を点検し、清掃等を行うこ

と。 

(3) レジオネラ属菌検査  １回以上／年 
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